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調査の概要 

調査の目的 

少子高齢社会が進展し、地域におけるコミュニティの重要性が増している現在において、身近な買い物の

場である商店街は、地域住民の交流の場を提供する「地域コミュニティの担い手」としての役割への期待が

大きくなってきている。本調査は、市内在住の消費者の購買行動や商店街に対する意識、ニーズ等を定期

的に把握し、今後の商店街振興施策の基礎資料とするものである。 

 

調査の実施概要 

（１） 調査対象 横浜市内在住の18歳以上の男女15,000人 

（２） 抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

（３） 調査方法 郵送（配布・回収）によるアンケート方式 

（４） 調査期間 令和５年10月1日～10月31日 

（５） 調査票配布数・回収数 

標本数 有効回収数 有効回収率 

１５，０００ ５，６９７ 38．0% 

（６） 調査結果の見方 

① 図表表中のｎは該当設問での回答者数を表す。 

② 回答者数が 30 未満のものは小サンプルサイズとして＊（アスタリスク）を記載し、大

きな特徴がない限りは取り扱わないものとする。 

③ 百分比はｎを 100%として算出し、少数第２位を四捨五入して少数第１位まで示して

いる。このため、百分比の合計が 100%に満たない場合や、上回る場合がある。 

④ 本調査の分析に際し、平成 30 年度、令和 2 年度に実施した「消費者購買行動意

識調査」と比較が可能なものに関し、経年比較を行っている。本文中『平成 30 年

度』『令和 2 年度』と表記のあるものについては、この調査を示している。 

⑤ 令和 5 年度と経年比較をしている平成 30 年度調査、令和 2 年度調査について、

質問文、選択肢、回答者の条件に変更があったものは「令和 5 年度の平成 30 年

度調査、令和 2 年度調査からの変更点」として次ページにまとめた。 

⑥ 複数回答の質問のグラフは基本的に令和 5 年度調査の全対象者の降順（大きい

順）で表記している。 

  



 

２ 

 

令和 5 年度の平成 30 年度調査、令和 2 年度調査からの変更点 

 

  

質問文、選択肢、回答者条件の変更 令和5年度 令和2年度 平成30年度

問6 主に購入する場所 商店街の店 商店街の店 商店街のお店

問6 その場所で購入する理由 自宅の近くにあり便利 自宅の近くにあり便利 自宅の近くにある

店に信用がある 店に信用がある お店に信用がある

使いやすい量で買える 使いやすい量で買える 使いやすい量で購入できる

お店の人と顔なじみである 昔からの顔なじみである 昔からの顔なじみである

駐車場/駐輪場がある 駐車場/駐輪場がある 駐車場がある

イベントやポイントサービスがある イベントやポイントサービスがある 割引やポイントサービスがある

ここでしか手に入らない商品が購入できる ここでしか手に入らない商品が購入できる 聴取無し

キャッシュレス決済が利用できる キャッシュレス決済が利用できる 聴取無し

問9 商店街を利用する主な理由 自宅の近くにあり行きやすい 自宅の近くにあり便利 自宅の近くにあり便利

お店の従業員の商品知識が豊富 聴取無し 聴取無し

使いやすい量で買える 使いやすい量で買える 使いやすい量で購入できる

お店の人と顔なじみである 昔からの顔なじみである 昔からの顔なじみである

駐車場/駐輪場がある 駐車場/駐輪場がある 駐車場がある

イベントやポイントサービスがある イベントやポイントサービスがある 割引やポイントサービスがある

ここでしか手に入らない商品が購入できる ここでしか手に入らない商品が購入できる 聴取無し

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 聴取無し 聴取無し

キャッシュレス決済が利用できる キャッシュレス決済が利用できる 聴取無し

問11 回答者の条件 回答者は月1回以上商店街を利用する人 回答者は月1回以上商店街を利用する人 回答者定義に利用頻度の条件無し

問12 商店街をほとんど利用しない主な理由 お店の接客マナーが悪い お店の対応が悪い お店の対応が悪い

商品を配達してくれない 商品を配達してくれない 聴取無し

使いやすい量で買える 使いやすい量で買える 使いやすい量で購入できる

お店の従業員とのやり取りが面倒そう お店の従業員とのやり取りが面倒そう 聴取無し

駐車場/駐輪場がない・狭い 駐車場/駐輪場がない・狭い 駐車場がない・狭い

イベントやポイントサービスがない イベントやポイントサービスがない 割引やポイントサービスがない

お店に入りにくい（雰囲気など） お店に入りにくい（バリアフリーでないなど） 聴取無し

営業時間が生活時間帯に合わない 営業時間が生活時間帯に合わない 夜遅くまで営業していない

どんなお店なのかがわからない 聴取無し 聴取無し

キャッシュレス決済が利用できない 聴取無し 聴取無し

問14

商店街が地域の街路灯や防犯カメラの整備などの

活動を行っていることを知っていますか。（〇は１つ

だけ）

商店街が地域のにぎわいづくりのためのイベントや、

街路灯や防犯カメラの整備などの活動を行ってい

ることを知っていますか。（○は１つだけ）

商店街が地域のにぎわいづくりのためのイベントや、

街路灯や防犯カメラの整備などの活動を行ってい

ることを知っていますか。（○は１つだけ）

知っている 知っていた 知ってる

知らない 一部知っていた 知らない

わからない 全く知らなかった わからない

問15 参加・協力してもよいもの 商店会の事務作業 聴取無し 聴取無し

問17-1 商店街のあり方や役割について期待すること 子育てをサポートする場 聴取無し 聴取無し

高齢者の生活をサポートする場 聴取無し 聴取無し

問17-2 取り組んで欲しい,もっと充実して欲しい事業 セール・福引等 共同売り出し（セール・福引等） セール・福引

商店街ガイドマップの発行 聴取無し 聴取無し

WEBやSNSを活用した広報 聴取無し 聴取無し

特色ある店舗づくり 特色ある店舗づくり 特色ある個店づくり

キャッシュレス決済の推進 キャッシュレス決済の推進 聴取無し

令和5年度と異なるもの
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回答者の属性 

職業 全対象者 n=5,697 

 

図表 2- 1 職業 

 

家族構成 全対象者 n=5,697 

 

図表 2- 2 家族構成 
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お子さんについて 全対象者 n=5,697 

 

図表 2- 3 子ども（末子）の年齢 

 

年齢 全対象者 n=5,697 

 
図表 2- 4 年齢 
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住所 全対象者 n=5,697 

 

図表 2- 5 住所 
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日常生活の買い物における支払方法とキャッシュレス決済への姿勢・動向 

日常生活の買い物における主要な支払方法は「現金」と「クレジットカード」。交通系の「電子マネ

ー」と「QR コード決済」が続く。 

 

 「現金」は全対象者の 87.2％を占めトップ。特に 60 歳代、70 歳以上は「現金」が 9 割を超

えており利用度が高い。 

 

 「クレジットカード」は全対象者の 72.8％を占め二番目。特に 30 歳代は 84.1％と利用度が

高く、「現金」（82.6％）を上回っている。一方で、70 歳以上は「クレジットカード」の利用度が 6

割に満たない。 

 

 「QR コード決済」は 10～40 歳代の利用度が 6 割前後で 50 歳代以上を上回り、中心的な

利用者となっている。 
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日常生活の買い物においての支払方法 【全対象者 n=5,697】 

【年代別】 

 

図表 3- 1 日常生活の買い物における支払方法 年代別 

  

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=5,697) (n=174) (n=556) (n=737) (n=950)

現金 87.2% 88.5% 85.1% 82.6% 84.5%

クレジットカード 72.8% 64.4% 75.5% 84.1% 79.1%

電子マネー（交通系：Suica、PASMOなど） 51.1% 58.6% 60.6% 57.9% 55.6%

QRコード決済（楽天Pay、PayPayなど） 44.7% 64.4% 66.7% 60.8% 57.2%

電子マネー（交通系以外：WAON、nanacoなど） 25.5% 21.8% 18.5% 23.9% 27.2%

デビットカード 5.4% 8.0% 14.6% 6.9% 5.6%

その他 1.2% 1.1% 1.4% 0.9% 0.8%

無回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=5,697) (n=1,079) (n=790) (n=1,117)

現金 87.2% 88.3% 90.1% 93.4%

クレジットカード 72.8% 76.6% 76.3% 59.5%

電子マネー（交通系：Suica、PASMOなど） 51.1% 58.1% 49.7% 34.5%

QRコード決済（楽天Pay、PayPayなど） 44.7% 51.1% 34.4% 14.3%

電子マネー（交通系以外：WAON、nanacoなど） 25.5% 29.9% 31.6% 23.3%

デビットカード 5.4% 3.5% 4.7% 1.6%

その他 1.2% 1.3% 1.3% 1.3%

無回答 1.0% 0.4% 0.5% 0.9%

年代別

上位3項目



 

８ 

 

 キャッシュレス決済の利用が望まれる店舗については「ドラッグストア」が全対象者の 62.6％

を占めトップ、次いで「コンビニ」（62.2％）、「食品スーパー」（61.1％）となっている。 

 

キャッシュレス決済の利用が望まれる店舗 

【全対象者 n=5,697】 

 

図表 3- 2 キャッシュレス決済の利用が望まれる店舗 全対象者 
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キャッシュレス決済への障壁は使いすぎへの不安感が中心。 

 キャッシュレス決済を利用しない理由については、「お金を使っている実感がなく、使いすぎて

しまいそう」が現金のみ利用者全体の 43.7％を占めトップ。30 歳代、40 歳代、60 歳代の消

費者や家族構成が 2 世代、3 世代の消費者では半数以上を占め、「お金を使っている実感

がなく、使いすぎてしまいそう」を押し上げている。一方で、70 歳以上では、「キャッシュレスで

の支払いに慣れていないから」が 4 割超となっており、主な理由となっている。 

 

 

キャッシュレス決済※をしない理由 

※キャッシュレス決済とは・・・お札や小銭などの現金を使用せずにお金を払うこと。 

 

【日常生活の買い物の支払方法が現金のみの人 全体 n= 586】 

 

図表 3- 3 キャッシュレス決済を利用しない理由 日常生活の買い物の支払方法が現金のみの人全体 
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【年代別】 

 

図表 3- 4 キャッシュレス決済を利用しない理由 年代別 

 

  

上位3項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=586) (n=8)* (n=27)* (n=31) (n=59)

お金を使っている実感がなく、
使いすぎてしまいそうだから

43.7% 62.5% 51.9% 64.5% 52.5%

キャッシュレスでの支払いに慣れていないから 31.6% 25.0% 18.5% 22.6% 27.1%

個人情報や決済情報の漏えいが心配だから 28.8% 25.0% 14.8% 32.3% 35.6%

現金以外の支払方法を利用するほどの
高額の買い物をすることがないから

27.8% 12.5% 22.2% 25.8% 18.6%

セキュリティを破られて知らない間に利用
される等の被害を受けるリスクがあるから

20.1% 12.5% 3.7% 29.0% 22.0%

なんとなく不安を感じるから 18.3% 25.0% 14.8% 6.5% 18.6%

メリットを感じられないから 12.1% 25.0% 7.4% 6.5% 22.0%

制度ややり方を教えてくれる人がいないから 8.7% 0.0% 7.4% 6.5% 3.4%

使えるお店が少ないから 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7%

魅力的なキャンペーンが終了してしまったから 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7%

その他 5.3% 12.5% 11.1% 6.5% 5.1%

無回答その他 14.2% 0.0% 11.1% 6.5% 11.9%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=586) (n=81) (n=71) (n=259)

お金を使っている実感がなく、
使いすぎてしまいそうだから

43.7% 37.0% 53.5% 38.2%

キャッシュレスでの支払いに慣れていないから 31.6% 28.4% 21.1% 40.5%

個人情報や決済情報の漏えいが心配だから 28.8% 34.6% 42.3% 23.6%

現金以外の支払方法を利用するほどの
高額の買い物をすることがないから

27.8% 22.2% 22.5% 35.1%

セキュリティを破られて知らない間に利用
される等の被害を受けるリスクがあるから

20.1% 24.7% 35.2% 16.2%

なんとなく不安を感じるから 18.3% 21.0% 15.5% 19.3%

メリットを感じられないから 12.1% 11.1% 12.7% 12.0%

制度ややり方を教えてくれる人がいないから 8.7% 11.1% 5.6% 10.0%

使えるお店が少ないから 2.0% 2.5% 2.8% 1.5%

魅力的なキャンペーンが終了してしまったから 0.3% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 5.3% 4.9% 2.8% 5.4%

無回答その他 14.2% 8.6% 15.5% 15.1%

年代別
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【家族構成別】 

 

図表 3- 5 キャッシュレス決済を利用しない理由 家族構成別 

 

  

上位3項目

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=586) (n=150) (n=164) (n=206) (n=30) (n=4)*

お金を使っている実感がなく、
使いすぎてしまいそうだから

43.7% 37.3% 36.6% 53.9% 50.0% 25.0%

キャッシュレスでの支払いに慣れていないから 31.6% 33.3% 32.3% 31.1% 36.7% 0.0%

個人情報や決済情報の漏えいが心配だから 28.8% 24.0% 34.1% 29.1% 30.0% 25.0%

現金以外の支払方法を利用するほどの
高額の買い物をすることがないから

27.8% 32.0% 28.7% 26.2% 26.7% 0.0%

セキュリティを破られて知らない間に利用
される等の被害を受けるリスクがあるから

20.1% 19.3% 19.5% 20.9% 26.7% 0.0%

なんとなく不安を感じるから 18.3% 20.7% 17.1% 16.0% 26.7% 0.0%

メリットを感じられないから 12.1% 12.7% 11.6% 12.1% 13.3% 50.0%

制度ややり方を教えてくれる人がいないから 8.7% 7.3% 9.8% 7.3% 16.7% 0.0%

使えるお店が少ないから 2.0% 2.7% 2.4% 1.0% 0.0% 0.0%

魅力的なキャンペーンが終了してしまったから 0.3% 0.0% 0.6% 0.5% 0.0% 0.0%

その他 5.3% 6.7% 3.7% 6.8% 0.0% 0.0%

無回答その他 14.2% 14.0% 16.5% 10.7% 3.3% 50.0%

家族構成別
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店舗買物時の項目重視度 

店舗買物時の項目重視度が最も高いのは「営業時間・場所」であり、「雰囲気・接客」、「割引や

ポイントサービス」が続く。「キャッシュレス決済の導入」の重視度は相対的に低い。各項目の重視

の仕方は対象者の年代によって分かれる。 

 

 「営業時間・場所」を重視する層（「重視する」+「やや重視する」）は全対象者の 77.8％を占

めトップ。「雰囲気・接客」は 75.4%、「割引やポイントサービス」は 69.3%と 7 割前後となって

いる。一方で、「キャッシュレス決済の導入」は 47.0%で半数に満たず、重視度が相対的に低

い。「情報発信をしているか」については、重視しない層（39.7％）が重視する層（26.2％）を

上回っている。 

 

店舗で買い物する際の重視度 【全対象者 n= 5,697】 

 

図表 3- 6 店舗買物時の重視度 全対象者 
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 「営業時間・場所」は 10 歳代～50 歳代の重視度が高く、重視する層が 8 割を超える。一

方で、60 歳代の対象者では 76.8％、70 歳以上の対象者では 63.8％にとどまっている。子

ども（末子）の年齢別で見ると、子どもの年齢が 19 歳以上の対象者は重視する層が 73.6%

にとどまるのに対して、子どもがいない対象者、0～5 歳、6～15 歳、16～18 歳の対象者で

は重視する層が 8 割を超える。 

 

営業時間・場所 

【年代別】 

 

図表 3- 7 営業時間・場所 重視度 年代別 
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【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 8 営業時間・場所 重視度 子ども（末子）の年齢別 
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 「雰囲気・接客」でも同様の傾向が見られ、70 歳以上の対象者では重視する層が 65.1％に

とどまるのに対して、他年代では 8 割前後を占める。また、子ども（末子）の年齢別において

も、子どもの年齢が 19 歳以上の対象者は重視する層が 74.0％にとどまるのに対して、0～5

歳、6～15 の対象者では 8 割を超える。 

 

雰囲気・接客 

【年代別】 

 

図表 3- 9 雰囲気・接客 重視度 年代別 

  



 

１６ 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 10 雰囲気・接客 重視度 子ども（末子）の年齢別 

 

  



 

１７ 

 

 「割引やポイントサービス」でも同様の傾向が見られ、70 歳以上の対象者では重視する層が

59.9％にとどまるのに対して、他年代では 7 割以上を占める。また、子ども（末子）の年齢別

においても、子どもの年齢が 19 歳以上の対象者は重視する層が 69.7%にとどまるのに対し

て、子どもの年代が 16～18 歳の対象者では重視する層が 82.0％を占める。 

 

割引やポイントサービス 

【年代別】 

 

図表 3- 11 割引やポイントサービス 重視度 年代別 

 

  



 

１８ 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 12 割引やポイントサービス 重視度 子ども（末子）の年齢別 

 

  



 

１９ 

 

 「キャッシュレス決済の導入」については、年代が下がるにつれて重視する層が高まる傾向が

あり、60 歳代では 41.3％、70 歳以上では重視する層が 33.1％にとどまるのに対して、20

歳代の対象者では 61.7％を占める。また、子ども（末子）の年齢別においては、子どもの年代

が下がるにつれて、重視する層が高まる傾向があり、子どもの年代が 19 歳以上の対象者で

は重視する層が 41.1％にとどまるのに対して、0～5 歳の対象者では 63.2％を占める。 

 

 

キャッシュレス決済の導入 

【年代別】 

 

図表 3- 13 キャッシュレス決済の導入 年代別 

  

  



 

２０ 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 14 キャッシュレス決済の導入 重視度 子ども（末子）の年齢別 

  

  



 

２１ 

 

 「情報発信をしているか」については他項目とは異なり、年代が下がるにつれて重視しない層

（「あまり重視しない」+「重視しない」）が高まる傾向があり、60 歳代、70 歳以上では重視しな

い層が 3 割台にとどまるのに対して、20 歳代の対象者では 48.2％と半数近くを占める。ま

た、子ども（末子）の年齢別で見ても、子どもの年代が 19 歳以上の対象者では重視しない層

が 35.9％に留まるのに対して、0～5 歳の対象者では 46.5％を占める。 

 

情報発信をしているか 

【年代別】 

 

図表 3- 15 情報発信をしているか 重視度 年代別 

  

  



 

２２ 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 16 情報発信をしているか 重視度 子ども（末子）の年齢別 

 

  



 

２３ 

 

買物時の交通手段 

買物時の交通手段は徒歩と自動車が中心。 

 

 「徒歩」が 35.0％でトップ、次いで「自動車」が 28.2％、その他の交通手段はすべて 1 割に

満たない。 

 

買物時の交通手段 【全対象者 n= 5,697】 

 

 

図表 3- 17 買物時の交通手段 全対象者 

  



 

２４ 

 

商品購入場所と利用理由、支払方法 

「商店街の店」はどの商品でもほとんど利用されていない。年代での違いを見ると、10～40 歳代

の消費者は 60 歳代、70 歳以上の消費者と比べて、購入場所、理由、支払方法が多様であ

る。 

 

 食料品は「食品スーパー」、医薬品・化粧品は「ドラッグストア」、衣料品は「デパート・大型商

業施設」、家電製品は「大型量販店・総合スーパー」の利用が突出して高い。一方で、日用

雑貨、書籍・文具は購入場所がより分散している。 

 

 経年比較を見ると、「食品スーパー」、「通信販売」には上昇が見られるものの、「大型量販

店・総合スーパー」は低下している。また、「デパート・大型商業施設」にも上昇は見られない。 

 

 60 歳代、70 歳代は「大型量販店・総合スーパー」で多くの買い物を行う傾向があるのに対し

て、10～30 歳代は商品に応じて購入場所を変える傾向があるほか、「通信販売」の利用も

進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全対象者　(n=5,697) 主に購入する場所
H30年度

からの変化
年代別の特徴

食品スーパー 61.9% 10.6ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 24.2% 8.9ﾎﾟｲﾝﾄ低下

通信販売 3.0% 同程度

食品スーパー 47.5% 5.5ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 27.1% 6.7ﾎﾟｲﾝﾄ低下

通信販売 8.5% 同程度

大型量販店・総合スーパー 36.1% 7.2ﾎﾟｲﾝﾄ低下

ドラッグストア 31.2% 同程度

通信販売 8.9% 同程度

デパート・大型商業施設 51.9% 4.2ﾎﾟｲﾝﾄ低下

大型量販店・総合スーパー 19.2% 6.2ﾎﾟｲﾝﾄ低下

通信販売 18.3% 6.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

ドラッグストア 72.2% 同程度

通信販売 7.0% 同程度

大型量販店・総合スーパー 6.9% 同程度

デパート・大型商業施設 36.8% 同程度

大型量販店・総合スーパー 21.3% 8.1ﾎﾟｲﾝﾄ低下

通信販売 20.3% 7.9ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 59.0% 9.7ﾎﾟｲﾝﾄ低下

通信販売 16.7% 4.2ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

デパート・大型商業施設 14.4% 同程度

家電製品

・「食品スーパー」は60歳代、70歳以上の5割台に対して、
20歳代～40歳代は7割前後で高い
・「大型量販店・総合スーパー」は60歳代が3割超で他年
代より高い

・「食品スーパー」は60歳代、70歳以上の4割台に対して、
20～40歳代は過半数で高い
・「大型量販店・総合スーパー」は60歳代が3割超で他年
代より高い

・「大型量販店・総合スーパー」は20歳代の2割台に対し
て、60歳代、70歳以上は4割台で高い
・「ドラッグストア」は60歳代、70歳以上の2割前後に対し
て、30歳代は約4割で高い

・「デパート・大型商業施設」は10歳代、20歳代が6割超
・「大型量販店・総合スーパー」は60歳代、70歳以上が
25％台で他年代より高い
・「通信販売」は30～50歳代が2割超で他年代より高い

・「ドラッグストア」は70歳以上を除いてどの年代でも7割超

・「デパート・大型商業施設」は40歳代以上は3割前後にと
どまるのに対して、10～30歳代の4割超で高い

・「大型量販店・総合スーパー」は10歳代、20歳代が4割
台～5割台前半にとどまるのに対して、50歳代、60歳代は
6割超で高い
・「通信販売」は50歳代以上が1割前後にとどまるのに対し
て、10～40歳代は2割超で高い

生鮮食料品
（鮮魚・青果・精肉など）

その他食料品
（米・飲料・酒類・惣菜など）

日用雑貨

衣料品

医薬品・化粧品

書籍・文具



 

２５ 

 

 最寄品である食料品、日用雑貨では、購入場所が「自宅の近くにあり便利」であることが主要

な利用理由となっているのに対して、買回り品である衣料品、書籍・文具、家電製品では、

「品揃えがよい」ことが主要な利用理由となっている。 

 

 経年で見ると、「自宅の近くにあり便利」、「品揃えがよい」は全体的に上昇傾向である一方、

「価格が安い」には大きな変化が見られない。 

 

 10 歳代、20 歳代は商品に応じて「自宅の近くにあり便利」、「品揃えがよい」と言った理由か

ら購入場所を選択している。また、50 歳代は「価格が安い」ことを重視する傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

全対象者　(n=5,697) 主に購入する場所 その場所で購入する理由
H30年度

からの変化
年代別の特徴

食品スーパー 自宅の近くにあり便利 64.3% 11.3ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 品揃えがよい 39.4% 6.1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 価格が安い 38.5% 4.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

食品スーパー 自宅の近くにあり便利 59.0% 10.1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 価格が安い 39.1% 同程度

通信販売 品揃えがよい 38.1% 11.9ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 自宅の近くにあり便利 54.0% 6.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

ドラッグストア 品揃えがよい 49.5% 13.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 価格が安い 38.2% 同程度

デパート・大型商業施設 品揃えがよい 59.2% 5.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 価格が安い 28.4% 3.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 自宅の近くにあり便利 22.4% 4.4ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

ドラッグストア 自宅の近くにあり便利 57.1% 8.9ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 品揃えがよい 47.8% 10.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 価格が安い 30.1% 同程度

デパート・大型商業施設 品揃えがよい 60.0% 8.0ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

大型量販店・総合スーパー 自宅の近くにあり便利 34.4% 5.7ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 駐車場/駐輪場がある 14.3% 3.6ﾎﾟｲﾝﾄ低下

大型量販店・総合スーパー 品揃えがよい 58.4% 12.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

通信販売 価格が安い 37.0% 8.1ﾎﾟｲﾝﾄ低下

デパート・大型商業施設 自宅の近くにあり便利 25.6% 5.2ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

家電製品

生鮮食料品
（鮮魚・青果・精肉など）

その他食料品
（米・飲料・酒類・惣菜など）

日用雑貨

衣料品

医薬品・化粧品

書籍・文具

・「品揃えがよい」は60歳代が63.4%で他年代より高い
・「価格が安い」は40歳代、50歳代が4割超で他年代よ
り高い

・「自宅の近くにあり便利」は70歳以上の59.9%に対し
て、20歳代は70.5%で高い
・「価格が安い」は70歳以上の29.2%に対して、10歳代、
20歳代では半数前後で高い

・「自宅の近くにあり便利」は70歳以上の51.8%に対し
て、20歳代は71.4%で高い
・「価格が安い」は70歳以上の31.1％に対して、10歳代
は47.1%、50歳代が44.9%で高い

・「自宅の近くにあり便利」は60歳代が他年代より高く
59.4%
・「品揃えがよい」は10歳代が他年代より高く55.2%
・「価格が安い」は50歳代が他年代より高く44.3%

・「品揃えがよい」は10歳代、20歳代、50歳代は6割超
で他年代より高い

・「品揃えがよい」は10歳代が58.0%で他年代より高い
・「価格が安い」は50歳代が35.2%で他年代より高い

・10歳代は「品揃えがよい」が71.3%で他年代より高いほ
か、「自宅の近くにあり便利」も40.8%で他年代より高い
・「駐車場/駐輪場がある」は20歳代が6.7%で低い



 

２６ 

 

 最寄品である食料品、日用雑貨では「現金」が中心であるのに対して、買回り品である衣料

品、書籍・文具、家電製品では「クレジットカード」が中心である。 

 

 年代別で見ると、70 歳以上は「現金」が主要な支払方法であるのに対して、それ以外の年

代は使い分けが見られ、30～60 歳代は「クレジットカード」、10 歳代、20 歳代は「QR コード

決済」の利用も多く見られる。 

 

  全対象者　(n=5,697) 支払方法 年代別の特徴

現金 63.4%

クレジットカード 47.3%

QRコード決済 21.6%

現金 58.6%

クレジットカード 48.0%

QRコード決済 21.8%

現金 54.0%

クレジットカード 50.0%

QRコード決済 24.9%

クレジットカード 66.1%

現金 44.1%

QRコード決済 20.1%

現金 51.8%

クレジットカード 50.4%

QRコード決済 25.6%

クレジットカード 52.7%

現金 48.9%

QRコード決済 21.6%

クレジットカード 73.3%

現金 37.9%

QRコード決済 15.9%

家電製品

生鮮食料品
（鮮魚・青果・精肉など）

その他食料品
（米・飲料・酒類・惣菜など）

日用雑貨

衣料品

医薬品・化粧品

書籍・文具

・「現金」は70歳以上で高く7割超
・「クレジットカード」は30～60歳代では過半数
・「QRコード決済」は10歳代、20歳代では3割超で高い

・「現金」は70歳以上で高く約7割
・「クレジットカード」は30～60歳代では過半数
・「QRコード決済」は10歳代、20歳代では3割超

・「現金」は60歳代、70歳以上で高い。60歳代では
59.6％、70歳以上では67.9％
・「クレジットカード」は30歳代、40歳代が6割前後と高く、
「現金」を上回る

・「クレジットカード」は30～60歳代では7割以上、10歳代、
20歳代でも「現金」を上回る。一方で、70歳以上は「現金」
が61.5％、「クレジットカード」の49.3％を上回る

・「現金」は70歳以上で68.4％と高く、「クレジットカード」の
37.4％を上回る
・「クレジットカード」は30～50歳代では過半数で「現金」を
上回る

・「クレジットカード」は20～50歳代では過半数で「現金」を
上回る
・「現金」は70歳以上で66.3％と高く、「クレジットカード」の
36.3％を上回る

・「クレジットカード」は20～50歳代で8割前後。一方で、70
歳以上は56.7％にとどまり「現金」の55.0％とほぼ同様



 

２７ 

 

近隣商店街の有無と利用頻度 

近隣商店街に対する消費者の認識は年々弱まっているうえ、利用頻度も低下している。 

 

 近隣商店街の有無については、全対象者の 55.9％が「ない」としている。また、経年で見て

も、平成 30 年度以降の 5 年間で「ない」が 5.5 ポイント上昇している。 

 

近隣商店街の有無 【全対象者 n= 5,697】 

 

図表 3- 18 近隣商店街の有無 全対象者 

  



 

２８ 

 

 住所別で見ると、「ある」が過半数の区は西区（64.1%）、中区（58.5%）、南区（57.8%）、保土ケ谷区

（55.4%）の 4 区。一方で、「ない」が高い上位の 5 区は都筑区（83.2%）、泉区（82.8%）、戸塚区

（79.1%）、港南区（69.8%）、青葉区（61.4%）となっている。 

 

 
 

図表 3- 19 近隣商店街の有無 住所別 

 

 

 

 



 

２９ 

 

 近くに商店街がある人の利用頻度では、「週 1 回以上」利用者は 38.0％、「月 1 回以上」利

用者は 60.5％を占めるものの、「ほとんど利用しない」人も 38.6％を占める。 

 

近隣商店街の利用頻度 【住まいの近くに商店街がある人（問 7＝1） n=2,243】 

 

 

図表 3- 20 近隣商店街の利用頻度 住まいの近くに商店街がある人全体 

  



 

３０ 

 

 また、令和 2 年度からの利用頻度の変化を見ると、「ほぼ毎日」が 3.5 ポイント低下、「週 2

～3 回」が 5.3 ポイント低下しているのに対して、「ほとんど利用しない」は 6.2 ポイント上昇し

ている。 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n= n=2,243、令和 2 年度 n=2,264、平成 30 年度 n=2,210】 

 

図表 3- 21 近隣商店街の利用頻度 住まいの近くに商店街がある人 

  



 

３１ 

 

 利用頻度について年代別で見ると、年代が上がるにつれて利用頻度が上昇する傾向があ

り、10 歳代、20 歳代では「週 1 回以上」の利用者は 2 割台にとどまるのに対して、50 歳

代、60 歳代では 4 割前後、70 歳以上では５1.0％を占める。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 22 近隣商店街の利用頻度 年代別 

 

  

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=2,243) (n=72) (n=184) (n=302) (n=394)

ほぼ毎日 5.6% 1.4% 2.7% 2.3% 4.6%

週２～３回 17.2% 15.3% 8.2% 14.6% 11.9%

週１回 15.2% 8.3% 10.9% 13.9% 15.5%

月２～３回 12.2% 8.3% 10.3% 12.3% 12.4%

月１回 10.3% 9.7% 12.5% 11.3% 11.9%

ほとんど利用しない 38.6% 56.9% 54.9% 45.4% 43.7%

無回答 0.9% 0.0% 0.5% 0.3% 0.0%

週1回以上利用 38.0% 25.0% 21.7% 30.8% 32.0%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=2,243) (n=428) (n=321) (n=443)

ほぼ毎日 5.6% 4.7% 7.2% 8.8%

週２～３回 17.2% 13.8% 20.9% 26.0%

週１回 15.2% 18.7% 15.3% 16.3%

月２～３回 12.2% 11.0% 12.5% 15.6%

月１回 10.3% 10.7% 10.3% 8.1%

ほとんど利用しない 38.6% 40.9% 32.1% 23.9%

無回答 0.9% 0.2% 1.9% 1.4%

週1回以上利用 38.0% 37.1% 43.3% 51.0%

年代別



 

３２ 

 

 職業別で利用頻度が高いのは「週 1 回以上」の利用者が 4～5 割を占める無職と自営業。

家族構成別では、世代数が少なくなるにつれ利用頻度が上昇する傾向があり、3 世代では

30.1％にとどまるのに対して、単身では「週 1 回以上」の利用者が 46.0％を占める。 

 

【職業別】 

 
図表 3- 23 近隣商店街の利用頻度 職業別 

 

  

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫）

(n=2,243) (n=890) (n=146) (n=373)

ほぼ毎日 5.6% 3.4% 8.9% 6.2%

週２～３回 17.2% 13.4% 19.9% 17.4%

週１回 15.2% 15.3% 15.1% 13.7%

月２～３回 12.2% 11.3% 11.6% 15.0%

月１回 10.3% 10.9% 10.3% 13.7%

ほとんど利用しない 38.6% 45.4% 34.2% 33.5%

無回答 0.9% 0.3% 0.0% 0.5%

週1回以上利用 38.0% 32.0% 43.8% 37.3%

職業別

全対象者 パート・アルバイト 学生 無職

(n=2,243) (n=313) (n=75) (n=390)

ほぼ毎日 5.6% 5.1% 1.3% 9.5%

週２～３回 17.2% 14.4% 13.3% 26.9%

週１回 15.2% 15.3% 9.3% 17.4%

月２～３回 12.2% 13.4% 6.7% 12.3%

月１回 10.3% 10.9% 5.3% 7.2%

ほとんど利用しない 38.6% 39.6% 64.0% 25.1%

無回答 0.9% 1.3% 0.0% 1.5%

週1回以上利用 38.0% 34.8% 24.0% 53.8%

職業別



 

３３ 

 

【家族構成別】 

 

図表 3- 24 近隣商店街の利用頻度 家族構成別 

 

  

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=2,243) (n=367) (n=639) (n=1,067) (n=103) (n=19)*

ほぼ毎日 5.6% 7.6% 6.6% 4.4% 1.9% 10.5%

週２～３回 17.2% 21.0% 19.1% 14.6% 15.5% 15.8%

週１回 15.2% 17.4% 14.9% 15.1% 12.6% 5.3%

月２～３回 12.2% 12.5% 12.5% 11.4% 18.4% 15.8%

月１回 10.3% 7.6% 10.5% 11.3% 9.7% 21.1%

ほとんど利用しない 38.6% 33.2% 35.4% 42.5% 41.7% 31.6%

無回答 0.9% 0.5% 1.1% 0.6% 0.0% 0.0%

週1回以上利用 38.0% 46.0% 40.5% 34.1% 30.1% 31.6%

家族構成別
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近隣商店街の利用理由 

主要な利用理由は「自宅の近くにあり行きやすい」である。 

 

 「自宅の近くにあり行きやすい」は月 1 回以上商店街を利用する人全体の 73.5%を占めトッ

プ、2 番目は「価格が安い」（26.7%）。 

 

近隣商店街の利用理由 

【月 1 回以上商店街を利用する人（問 8＝1～5） n=1,357】 

 

図表 3- 25 近隣商店街の利用理由 月 1 回以上商店街を利用する人全体 

 



 

３５ 

 

 経年で見ると「自宅の近くにあり行きやすい」、「価格が安い」に大きな変化は見られない。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=1,357、令和 2 年度 n=1,515、平成 30 年度 n=1,506】 

 

図表 3- 26 近隣商店街の利用理由 経年比較 
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 「自宅の近くにあり行きやすい」について年代別で見ると、20 歳代は 86.6%を占め、他年代よ

り高い。職業別では、会社員（78.5%）と自営業（78.1%）、家族構成別では単身（79.8％）、子

ども（末子）の年齢別では子どもがいない世帯（77.3%）が高い。 

【年代別】

 
図表 3- 27 近隣商店街の利用理由 年代別 

上位5項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=1,357) (n=31) (n=82) (n=164) (n=222)

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 77.4% 86.6% 73.2% 71.2%

価格が安い 26.7% 16.1% 20.7% 32.3% 30.6%

品質・鮮度がよい 17.3% 25.8% 7.3% 17.1% 19.4%

品揃えがよい 16.7% 16.1% 15.9% 13.4% 10.4%

使いやすい量で買える 11.7% 0.0% 4.9% 6.1% 10.8%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 9.7% 13.4% 11.0% 17.1%

特売がある 8.5% 0.0% 2.4% 6.7% 9.0%

お店の人と顔なじみである 7.7% 6.5% 3.7% 4.3% 5.0%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 12.9% 4.9% 8.5% 6.3%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 0.0% 0.0% 2.4% 4.1%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 0.0% 1.2% 3.7% 3.6%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 9.7% 1.2% 6.1% 4.1%

チラシが入る 3.5% 0.0% 3.7% 0.6% 0.9%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 3.2% 0.0% 2.4% 0.9%

商品を配達してくれる 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3%

その他 4.3% 0.0% 4.9% 3.0% 7.2%

無回答その他 2.4% 0.0% 1.2% 1.8% 1.4%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=1,357) (n=252) (n=212) (n=331)

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 73.8% 76.9% 71.0%

価格が安い 26.7% 29.4% 23.6% 26.3%

品質・鮮度がよい 17.3% 21.8% 20.3% 13.0%

品揃えがよい 16.7% 15.9% 15.1% 24.2%

使いやすい量で買える 11.7% 11.1% 13.2% 17.5%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 13.9% 8.5% 5.7%

特売がある 8.5% 6.7% 8.0% 13.0%

お店の人と顔なじみである 7.7% 7.1% 10.8% 9.7%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 6.0% 5.7% 4.5%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 4.0% 5.2% 8.8%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 4.4% 5.7% 6.9%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 4.0% 5.2% 4.8%

チラシが入る 3.5% 3.6% 4.2% 6.6%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 1.6% 3.3% 1.5%

商品を配達してくれる 1.3% 0.8% 0.5% 2.4%

その他 4.3% 4.4% 5.2% 2.4%

無回答その他 2.4% 1.2% 1.9% 3.9%

年代別
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【職業別】 

 

図表 3- 28 近隣商店街の利用理由 職業別 

  

上位5項目

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫）

(n=1,357) (n=483) (n=96) (n=246)

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 78.5% 78.1% 67.5%

価格が安い 26.7% 25.3% 19.8% 26.8%

品質・鮮度がよい 17.3% 18.0% 21.9% 16.7%

品揃えがよい 16.7% 15.1% 11.5% 15.9%

使いやすい量で買える 11.7% 7.7% 9.4% 10.6%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 10.6% 14.6% 15.0%

特売がある 8.5% 3.5% 3.1% 16.3%

お店の人と顔なじみである 7.7% 5.6% 15.6% 8.9%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 6.6% 7.3% 7.3%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 3.3% 6.3% 3.7%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 3.7% 3.1% 6.9%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 3.3% 4.2% 2.4%

チラシが入る 3.5% 2.5% 0.0% 8.5%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 1.9% 3.1% 2.4%

商品を配達してくれる 1.3% 0.4% 1.0% 1.2%

その他 4.3% 4.1% 4.2% 4.9%

無回答その他 2.4% 1.0% 6.3% 1.2%

職業別

全対象者 パート・アルバイト 学生 無職

(n=1,357) (n=185) (n=27)* (n=286)

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 62.7% 92.6% 75.5%

価格が安い 26.7% 35.1% 29.6% 26.9%

品質・鮮度がよい 17.3% 21.1% 3.7% 13.6%

品揃えがよい 16.7% 11.4% 22.2% 24.1%

使いやすい量で買える 11.7% 14.1% 0.0% 19.2%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 13.5% 14.8% 3.8%

特売がある 8.5% 9.7% 3.7% 11.9%

お店の人と顔なじみである 7.7% 6.5% 0.0% 8.0%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 3.2% 7.4% 4.9%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 5.9% 0.0% 7.7%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 4.3% 3.7% 5.6%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 7.6% 7.4% 6.6%

チラシが入る 3.5% 0.5% 0.0% 4.9%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 1.6% 0.0% 1.0%

商品を配達してくれる 1.3% 0.5% 0.0% 2.8%

その他 4.3% 6.5% 0.0% 3.5%

無回答その他 2.4% 2.2% 0.0% 3.8%

職業別
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【家族構成別】 

 

図表 3- 29 近隣商店街の利用理由 家族構成別 

【子ども（末子）の年齢別】 

 

図表 3- 30 近隣商店街の利用理由 子ども（末子）の年齢別 

上位5項目

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=1,357) (n=243) (n=406) (n=607) (n=60) (n=13)*

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 79.8% 72.4% 73.0% 66.7% 84.6%

価格が安い 26.7% 25.1% 22.7% 30.6% 25.0% 15.4%

品質・鮮度がよい 17.3% 16.0% 17.5% 18.1% 15.0% 15.4%

品揃えがよい 16.7% 23.9% 17.0% 14.8% 5.0% 0.0%

使いやすい量で買える 11.7% 14.0% 15.8% 8.1% 13.3% 7.7%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 7.0% 8.6% 13.5% 11.7% 15.4%

特売がある 8.5% 7.4% 10.8% 7.4% 8.3% 7.7%

お店の人と顔なじみである 7.7% 8.2% 10.1% 5.4% 10.0% 7.7%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 6.2% 6.4% 5.3% 8.3% 15.4%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 3.7% 5.2% 4.9% 10.0% 0.0%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 7.4% 6.4% 3.0% 1.7% 0.0%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 5.3% 4.4% 4.6% 1.7% 7.7%

チラシが入る 3.5% 2.9% 5.4% 2.8% 1.7% 7.7%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 0.0% 2.5% 2.0% 1.7% 7.7%

商品を配達してくれる 1.3% 1.6% 1.7% 0.3% 1.7% 15.4%

その他 4.3% 2.1% 4.4% 5.4% 5.0% 0.0%

無回答その他 2.4% 1.6% 3.0% 1.8% 3.3% 0.0%

家族構成別

上位5項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=1,357) (n=392) (n=110) (n=157) (n=44) (n=514)

自宅の近くにあり行きやすい 73.5% 77.3% 67.3% 69.4% 61.4% 74.9%

価格が安い 26.7% 26.5% 30.9% 32.5% 40.9% 26.1%

品質・鮮度がよい 17.3% 14.8% 18.2% 19.1% 18.2% 19.1%

品揃えがよい 16.7% 15.6% 10.9% 10.8% 11.4% 19.8%

使いやすい量で買える 11.7% 12.2% 8.2% 3.8% 11.4% 13.6%

ここでしか手に入らない商品が購入できる 10.7% 10.2% 14.5% 15.9% 11.4% 9.7%

特売がある 8.5% 8.2% 4.5% 6.4% 9.1% 9.9%

お店の人と顔なじみである 7.7% 6.9% 3.6% 6.4% 2.3% 8.4%

従業員の雰囲気やお店の居心地が良い 6.2% 8.2% 11.8% 5.1% 6.8% 3.5%

駐車場/駐輪場がある 5.1% 1.8% 4.5% 5.7% 4.5% 6.8%

イベントやポイントサービスがある 4.8% 6.4% 2.7% 3.2% 0.0% 5.1%

キャッシュレス決済が利用できる 4.6% 6.1% 2.7% 1.9% 6.8% 4.5%

チラシが入る 3.5% 4.3% 0.9% 1.3% 2.3% 4.5%

お店の従業員の商品知識が豊富 1.8% 1.5% 0.9% 2.5% 2.3% 1.9%

商品を配達してくれる 1.3% 1.3% 0.0% 0.6% 0.0% 1.0%

その他 4.3% 5.1% 8.2% 4.5% 11.4% 2.9%

無回答その他 2.4% 2.3% 2.7% 0.0% 0.0% 2.5%

子ども（末子）の年齢別
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近隣商店街でよく利用する店舗 

 月 1 回以上商店街を利用する人全体で見ると、「青果」が 50.4%を占めトップ、「医薬品・化

粧品 ドラッグストア」が 40.3%、「パン・ベーカリー」が 36.3%で続く。 

 

近隣商店街でよく利用する店舗 

【月 1 回以上商店街を利用する人（問 8＝1～5） n=1,357】 

 

図表 3- 31 近隣商店街でよく利用する店舗 月 1 回以上商店街を利用する人全体 



 

４０ 

 

 年代別で見ると 70 歳以上の利用率が全体的に高く、「青果」が 59.8%、「医薬品・化粧品 ド

ラッグストア」が 50.8%、「パン・ベーカリー」が 42.6%を占める。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 32 近隣商店街でよく利用する店舗 年代別 

  

上位5項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=1,357) (n=31) (n=82) (n=164) (n=222) (n=252) (n=212) (n=331)

青果 50.4% 19.4% 30.5% 49.4% 52.3% 49.2% 44.8% 59.8%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 40.3% 32.3% 31.7% 29.9% 37.4% 36.5% 42.9% 50.8%

パン・ベーカリー 36.3% 25.8% 25.6% 36.0% 34.2% 32.5% 38.7% 42.6%

精肉 33.2% 19.4% 24.4% 31.7% 33.3% 33.3% 27.4% 38.7%

惣菜・弁当 31.5% 25.8% 29.3% 32.3% 29.3% 36.1% 30.7% 31.1%

コンビニ 29.7% 29.0% 20.7% 18.3% 22.5% 29.0% 39.6% 35.6%

食品スーパー 28.0% 29.0% 18.3% 18.3% 23.9% 24.2% 29.7% 37.5%

鮮魚 26.5% 6.5% 18.3% 24.4% 24.3% 25.0% 24.1% 34.7%

１００円ショップ 22.8% 12.9% 15.9% 18.3% 21.6% 20.6% 25.0% 27.5%

銀行等金融機関 21.6% 12.9% 8.5% 6.7% 16.2% 19.4% 30.2% 33.2%

日用雑貨・身のまわり品 20.3% 6.5% 13.4% 15.9% 16.7% 17.5% 20.3% 30.8%

飲食店（食事） 19.8% 22.6% 30.5% 22.6% 18.5% 16.7% 21.2% 18.1%

洋・和菓子 19.5% 16.1% 11.0% 18.3% 19.8% 19.8% 24.5% 19.0%

理容室・美容室 17.1% 12.9% 11.0% 10.4% 11.7% 13.1% 23.1% 25.7%

米・飲料・酒類 16.3% 6.5% 15.9% 12.8% 11.7% 15.5% 14.6% 22.7%

病院・診療所 16.1% 12.9% 7.3% 7.9% 14.9% 9.1% 21.2% 24.8%

飲食店（喫茶・ファストフード） 15.3% 22.6% 18.3% 18.9% 12.2% 16.3% 14.6% 13.6%

その他食品 13.9% 9.7% 13.4% 14.0% 11.3% 13.9% 15.1% 16.6%

書籍・文具 12.2% 16.1% 11.0% 6.7% 8.6% 13.1% 10.8% 16.3%

衣料品 8.7% 0.0% 6.1% 7.3% 3.6% 7.9% 8.0% 15.1%

家電製品・携帯電話 3.8% 0.0% 1.2% 0.6% 3.2% 2.0% 4.2% 7.3%

時計・メガネ 3.0% 0.0% 3.7% 0.0% 2.3% 1.2% 4.2% 5.4%

エステ・整体 2.1% 0.0% 3.7% 1.8% 2.3% 3.6% 1.9% 1.2%

趣味・スポーツ用品 1.4% 0.0% 1.2% 2.4% 1.4% 2.4% 0.9% 0.9%

学習塾・習い事 1.3% 3.2% 2.4% 2.4% 2.7% 1.2% 0.0% 0.6%

介護施設 0.7% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 1.8%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 0.7% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.8% 0.9% 1.2%

保育施設・学童 子育て支援施設 0.7% 0.0% 1.2% 1.8% 0.9% 0.4% 0.5% 0.3%

不動産 0.4% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0%

その他 3.1% 6.5% 0.0% 0.6% 2.7% 6.3% 3.3% 2.4%

無回答その他 0.4% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.9% 0.0%

年代別
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 職業別で見ると、無職は「青果」が 58.4%、「医薬品・化粧品 ドラッグストア」が 50.3%で他の

職業より高い。また、専業主婦（主夫）は「パン・ベーカリー」が 48.0%で他の職業より高い。 

 

【職業別】 

 

図表 3- 33 近隣商店街でよく利用する店舗 職業別 

 

  

上位5項目

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫） パート・アルバイト 学生 無職

(n=1,357) (n=483) (n=96) (n=246) (n=185) (n=27)* (n=286)

青果 50.4% 44.3% 55.2% 50.4% 53.0% 11.1% 58.4%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 40.3% 33.5% 42.7% 43.1% 35.7% 33.3% 50.3%

パン・ベーカリー 36.3% 29.2% 35.4% 48.0% 38.9% 18.5% 38.1%

精肉 33.2% 30.0% 40.6% 31.3% 31.9% 11.1% 39.9%

惣菜・弁当 31.5% 30.4% 37.5% 24.0% 36.8% 22.2% 35.3%

コンビニ 29.7% 19.7% 33.3% 30.5% 32.4% 33.3% 39.5%

食品スーパー 28.0% 21.7% 20.8% 28.5% 30.8% 18.5% 38.1%

鮮魚 26.5% 22.2% 29.2% 25.6% 27.0% 7.4% 33.6%

１００円ショップ 22.8% 17.2% 22.9% 24.8% 20.0% 22.2% 31.1%

銀行等金融機関 21.6% 11.8% 22.9% 28.9% 25.4% 7.4% 30.1%

日用雑貨・身のまわり品 20.3% 13.5% 26.0% 19.5% 23.2% 3.7% 30.4%

飲食店（食事） 19.8% 21.7% 19.8% 18.7% 15.1% 22.2% 21.0%

洋・和菓子 19.5% 17.2% 18.8% 24.0% 18.4% 7.4% 20.3%

理容室・美容室 17.1% 11.4% 11.5% 23.2% 15.7% 7.4% 23.8%

米・飲料・酒類 16.3% 12.6% 11.5% 13.4% 17.3% 11.1% 24.8%

病院・診療所 16.1% 9.7% 13.5% 17.9% 17.3% 11.1% 24.1%

飲食店（喫茶・ファストフード） 15.3% 14.5% 14.6% 13.8% 15.1% 29.6% 16.8%

その他食品 13.9% 12.8% 10.4% 13.8% 14.1% 11.1% 17.8%

書籍・文具 12.2% 10.1% 12.5% 11.8% 10.3% 22.2% 15.7%

衣料品 8.7% 5.2% 6.3% 11.0% 8.6% 0.0% 14.3%

家電製品・携帯電話 3.8% 1.4% 6.3% 3.7% 2.7% 0.0% 7.3%

時計・メガネ 3.0% 1.7% 1.0% 3.7% 4.9% 0.0% 4.5%

エステ・整体 2.1% 2.1% 3.1% 0.4% 3.2% 0.0% 2.8%

趣味・スポーツ用品 1.4% 1.4% 3.1% 0.8% 1.6% 0.0% 1.4%

学習塾・習い事 1.3% 1.9% 1.0% 1.6% 1.6% 0.0% 0.3%

介護施設 0.7% 0.0% 0.0% 1.2% 0.5% 0.0% 1.0%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 0.7% 0.4% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 1.4%

保育施設・学童 子育て支援施設 0.7% 0.6% 1.0% 0.8% 0.5% 0.0% 0.7%

不動産 0.4% 0.2% 1.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.7%

その他 3.1% 2.7% 3.1% 4.9% 2.7% 0.0% 2.4%

無回答その他 0.4% 0.2% 1.0% 0.0% 0.5% 3.7% 0.3%

職業別



 

４２ 

 

近隣商店街で開店、増加を望む店舗 

 トップは「パン・ベーカリー」で 22.5%、次いで「飲食店（喫茶・ファストフード）」（21.7%）、「書籍・

文具」（20.9%）、「鮮魚」（19.2％）となっている。 

 

近隣商店街で開店、増加を望む店舗 

【月 1 回以上商店街を利用する人（問 8＝1～5） n=1,357】 

 

図表 3- 34 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 月 1 回以上商店街を利用する人全体 

 



 

４３ 

 

 経年で見ると、ほとんどの業種で令和 2 年度から上昇が見られる。特に令和 2 年度からの

上昇が大きいものは「惣菜・弁当」（7.1 ポイント上昇）、「飲食店（食事）」（5.3 ポイント上昇）、

「飲食店（喫茶・ファストフード）（4.6 ポイント上昇）、「洋・和菓子」（4.6 ポイント上昇）、「青果」

（3.9 ポイント上昇）である。 

 

【経年比較】 【令和 5 年度 n=1,357、令和 2 年度 n=1,515、平成 30 年度 n=2,210】 

※平成 30 年は回答者定義に利用頻度の条件無し 

 

図表 3- 35 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 経年比較 



 

４４ 

 

 年代別で見ると、10 歳代は「パン・ベーカリー」が 38.7%、「飲食店（喫茶・ファストフード）」が

35.5%と 3 割超となっている。30 歳代でも「飲食店（喫茶・ファストフード）」が 30.5%と 3 割超

で高い。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 36 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 年代別（1） 

上位5項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=1,357) (n=31) (n=82) (n=164) (n=222)

パン・ベーカリー 22.5% 38.7% 23.2% 27.4% 27.5%

飲食店（喫茶・ファストフード） 21.7% 35.5% 24.4% 30.5% 23.4%

書籍・文具 20.9% 19.4% 18.3% 18.3% 23.9%

鮮魚 19.2% 9.7% 17.1% 16.5% 20.3%

飲食店（食事） 19.0% 16.1% 28.0% 22.0% 26.6%

惣菜・弁当 18.9% 16.1% 13.4% 21.3% 24.3%

洋・和菓子 16.1% 16.1% 17.1% 15.9% 16.7%

１００円ショップ 15.4% 22.6% 8.5% 19.5% 20.3%

精肉 14.1% 6.5% 17.1% 14.0% 21.6%

青果 13.0% 9.7% 9.8% 11.0% 14.9%

日用雑貨・身のまわり品 12.7% 16.1% 8.5% 9.1% 13.5%

衣料品 10.8% 9.7% 6.1% 4.3% 12.2%

食品スーパー 10.2% 12.9% 8.5% 9.8% 10.4%

銀行等金融機関 8.6% 0.0% 8.5% 7.9% 7.7%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 7.5% 12.9% 3.7% 8.5% 9.5%

趣味・スポーツ用品 6.8% 9.7% 11.0% 6.1% 8.6%

病院・診療所 6.5% 6.5% 8.5% 6.7% 6.3%

コンビニ 5.5% 12.9% 11.0% 6.1% 3.2%

米・飲料・酒類 5.3% 3.2% 3.7% 5.5% 7.7%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 3.8% 9.7% 3.7% 3.0% 5.9%

その他食品 3.4% 6.5% 3.7% 0.6% 3.6%

家電製品・携帯電話 3.4% 3.2% 6.1% 1.8% 3.2%

理容室・美容室 2.7% 3.2% 0.0% 1.8% 2.7%

保育施設・学童 子育て支援施設 2.4% 0.0% 6.1% 6.7% 5.0%

介護施設 1.9% 3.2% 0.0% 0.0% 1.8%

学習塾・習い事 1.8% 6.5% 0.0% 4.9% 4.5%

エステ・整体 1.7% 3.2% 0.0% 4.9% 1.8%

時計・メガネ 1.2% 0.0% 0.0% 0.6% 1.4%

不動産 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9%

その他 4.2% 3.2% 3.7% 2.4% 6.8%

無回答その他 11.6% 6.5% 8.5% 9.1% 8.6%

年代別



 

４５ 

 

 

図表 3- 37 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 年代別（2） 

 

  

上位5項目

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=1,357) (n=252) (n=212) (n=331)

パン・ベーカリー 22.5% 23.8% 21.7% 13.6%

飲食店（喫茶・ファストフード） 21.7% 20.6% 18.9% 16.3%

書籍・文具 20.9% 17.1% 25.5% 22.4%

鮮魚 19.2% 19.0% 16.5% 23.3%

飲食店（食事） 19.0% 14.7% 15.6% 17.2%

惣菜・弁当 18.9% 23.8% 15.1% 13.6%

洋・和菓子 16.1% 17.9% 18.4% 12.4%

１００円ショップ 15.4% 14.3% 13.2% 12.1%

精肉 14.1% 12.3% 9.4% 12.7%

青果 13.0% 11.1% 13.2% 14.5%

日用雑貨・身のまわり品 12.7% 7.1% 14.2% 18.4%

衣料品 10.8% 10.3% 9.0% 15.4%

食品スーパー 10.2% 8.7% 12.3% 9.7%

銀行等金融機関 8.6% 11.1% 9.9% 7.6%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 7.5% 6.3% 6.6% 6.6%

趣味・スポーツ用品 6.8% 5.2% 8.0% 4.8%

病院・診療所 6.5% 6.0% 7.5% 5.7%

コンビニ 5.5% 4.0% 6.1% 5.4%

米・飲料・酒類 5.3% 3.6% 4.7% 5.7%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 3.8% 4.4% 3.8% 2.1%

その他食品 3.4% 3.6% 3.8% 3.9%

家電製品・携帯電話 3.4% 3.2% 4.2% 3.0%

理容室・美容室 2.7% 3.6% 2.4% 2.7%

保育施設・学童 子育て支援施設 2.4% 0.8% 0.5% 0.9%

介護施設 1.9% 3.2% 1.9% 2.7%

学習塾・習い事 1.8% 0.8% 0.5% 0.3%

エステ・整体 1.7% 1.6% 0.5% 0.9%

時計・メガネ 1.2% 1.2% 1.9% 1.2%

不動産 0.4% 0.4% 0.5% 0.3%

その他 4.2% 4.0% 5.2% 3.0%

無回答その他 11.6% 7.5% 13.2% 17.8%

年代別



 

４６ 

 

 家族構成別で見ると、1 世代は「鮮魚」が 23.2% 、2 世代は「パン・ベーカリー」が 25.5%、3

世代は「飲食店（喫茶・ファストフード）」が 28.3%で高い。 

 

【家族構成別】 

 

図表 3- 38 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 家族構成別 

  

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=1,357) (n=243) (n=406) (n=607) (n=60) (n=13)*

パン・ベーカリー 22.5% 17.7% 21.4% 25.5% 20.0% 30.8%

飲食店（喫茶・ファストフード） 21.7% 17.7% 19.2% 23.9% 28.3% 30.8%

書籍・文具 20.9% 22.2% 22.2% 19.6% 23.3% 7.7%

鮮魚 19.2% 16.9% 23.2% 18.0% 15.0% 15.4%

飲食店（食事） 19.0% 18.5% 17.2% 21.3% 16.7% 15.4%

惣菜・弁当 18.9% 20.6% 16.7% 20.4% 18.3% 7.7%

洋・和菓子 16.1% 14.8% 14.5% 17.5% 18.3% 7.7%

１００円ショップ 15.4% 16.0% 13.1% 17.1% 10.0% 15.4%

精肉 14.1% 13.6% 14.5% 13.8% 13.3% 7.7%

青果 13.0% 15.6% 15.0% 11.4% 6.7% 7.7%

日用雑貨・身のまわり品 12.7% 16.9% 12.3% 11.9% 6.7% 30.8%

衣料品 10.8% 11.9% 11.3% 10.2% 6.7% 7.7%

食品スーパー 10.2% 11.5% 10.6% 10.2% 3.3% 7.7%

銀行等金融機関 8.6% 10.3% 8.1% 8.6% 11.7% 0.0%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 7.5% 6.6% 6.7% 8.4% 5.0% 0.0%

趣味・スポーツ用品 6.8% 5.8% 6.7% 7.2% 8.3% 7.7%

病院・診療所 6.5% 6.2% 7.6% 6.3% 5.0% 0.0%

コンビニ 5.5% 4.1% 4.7% 6.8% 3.3% 7.7%

米・飲料・酒類 5.3% 7.0% 5.7% 4.4% 3.3% 7.7%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 3.8% 5.8% 2.7% 3.6% 5.0% 0.0%

家電製品・携帯電話 3.4% 7.0% 3.4% 1.6% 5.0% 7.7%

その他食品 3.4% 3.7% 3.9% 2.8% 3.3% 0.0%

理容室・美容室 2.7% 3.3% 3.0% 2.0% 5.0% 0.0%

保育施設・学童 子育て支援施設 2.4% 0.8% 2.2% 3.3% 1.7% 7.7%

介護施設 1.9% 3.3% 2.2% 1.3% 1.7% 0.0%

学習塾・習い事 1.8% 0.4% 0.7% 3.1% 1.7% 0.0%

エステ・整体 1.7% 1.6% 1.5% 1.8% 3.3% 0.0%

時計・メガネ 1.2% 1.6% 1.2% 0.8% 1.7% 0.0%

不動産 0.4% 0.4% 0.7% 0.2% 0.0% 0.0%

その他 4.2% 2.5% 4.2% 5.1% 3.3% 0.0%

無回答その他 11.6% 15.2% 13.8% 8.6% 8.3% 7.7%

家族構成別

上位5項目



 

４７ 

 

 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5 歳、6～15 歳、16～18 歳の家庭では「飲食店（喫

茶・ファストフード）」が 2 割台後半で高い。 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 

図表 3- 39 近隣商店街で開店、増加を望む店舗 子ども（末子）の年齢別 

 

  

上位5項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=1,357) (n=392) (n=110) (n=157) (n=44) (n=514)

パン・ベーカリー 22.5% 23.2% 24.5% 27.4% 15.9% 21.0%

飲食店（喫茶・ファストフード） 21.7% 24.2% 26.4% 28.0% 27.3% 16.5%

書籍・文具 20.9% 22.4% 15.5% 17.8% 18.2% 22.8%

鮮魚 19.2% 18.4% 17.3% 17.8% 18.2% 20.4%

飲食店（食事） 19.0% 19.9% 23.6% 21.0% 22.7% 17.5%

惣菜・弁当 18.9% 21.7% 28.2% 17.8% 22.7% 15.6%

洋・和菓子 16.1% 17.1% 15.5% 17.2% 18.2% 15.6%

１００円ショップ 15.4% 16.3% 19.1% 19.1% 20.5% 12.5%

精肉 14.1% 14.8% 18.2% 14.6% 18.2% 11.9%

青果 13.0% 14.8% 11.8% 12.1% 4.5% 13.0%

日用雑貨・身のまわり品 12.7% 13.8% 9.1% 10.8% 9.1% 13.0%

衣料品 10.8% 11.5% 3.6% 6.4% 15.9% 12.5%

食品スーパー 10.2% 11.0% 12.7% 8.9% 6.8% 8.9%

銀行等金融機関 8.6% 7.9% 9.1% 8.9% 2.3% 9.3%

医薬品・化粧品 ドラッグストア 7.5% 6.9% 11.8% 7.0% 6.8% 6.8%

趣味・スポーツ用品 6.8% 6.4% 7.3% 5.1% 13.6% 6.8%

病院・診療所 6.5% 7.9% 8.2% 5.1% 4.5% 5.4%

コンビニ 5.5% 5.6% 6.4% 5.1% 2.3% 5.6%

米・飲料・酒類 5.3% 6.4% 7.3% 3.2% 4.5% 4.5%

ＣＤ・ＤＶＤ（レンタル含む） 3.8% 4.6% 1.8% 8.3% 0.0% 2.3%

家電製品・携帯電話 3.4% 4.3% 2.7% 1.3% 4.5% 2.7%

その他食品 3.4% 3.8% 2.7% 3.8% 4.5% 2.7%

理容室・美容室 2.7% 3.1% 0.9% 3.8% 0.0% 2.7%

保育施設・学童 子育て支援施設 2.4% 1.8% 13.6% 5.1% 0.0% 0.4%

介護施設 1.9% 2.8% 0.9% 0.6% 0.0% 1.9%

学習塾・習い事 1.8% 0.3% 8.2% 6.4% 4.5% 0.4%

エステ・整体 1.7% 1.8% 3.6% 3.2% 2.3% 0.4%

時計・メガネ 1.2% 1.8% 0.0% 1.3% 0.0% 0.8%

不動産 0.4% 0.5% 0.9% 0.6% 0.0% 0.2%

その他 4.2% 5.4% 6.4% 5.1% 2.3% 3.5%

無回答その他 11.6% 8.9% 6.4% 9.6% 2.3% 13.4%

子ども（末子）の年齢別



 

４８ 

 

 一方で、商店街が不足を感じている業種（令和 5 年度商店街実態調査より）を見ると、上位

は「鮮魚」（25.7％）、「精肉」（23.2％）、「青果」（19.5％）となっている。消費者で上位となっ

ている「パン・ベーカリー」、「飲食店（喫茶・ファストフード）」、「書籍・文具」は不足が 1 割に満

たず、消費者の希望との違いが見られる。 

 

消費者が近隣商店街で開店、増加を望む店舗と商店街が不足を感じている業種の比較 （全体 n=241） 

 

 

図表 3- 40 消費者が近隣商店街で開店、増加を望む店舗と商店街が不足を感じている業種の比較 
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近隣商店街を利用しない理由 

近隣商店街を利用しない最大の理由は「一か所で用事が済まない」こと。 

 

 「一か所で用事が済まない」が商店街をほとんど利用しない人全体の 49.7%を占め、突出し

ている。次いで、「駐車場/駐輪場がない・狭い」（22.5%）、「品揃えが悪い」（22.1%）となって

いる。 

 

近隣商店街を利用しない理由 

【商店街をほとんど利用しない人（問 8＝6） n=865】 

 
図表 3- 41 近隣商店街を利用しない理由 商店街をほとんど利用しない人全体 



 

５０ 

 

 経年で見ると、「一か所で用事が済まない」、「駐車場/駐輪場がない・狭い」は令和 2 年度と

ほぼ同様であるのに対して、「品揃えが悪い」は 5.7 ポイント上昇している。 

 

【経年比較】 【令和 5 年度 n=865、令和 2 年度 n=733、平成 30 年度 n=645】 

  

図表 3- 42 近隣商店街を利用しない理由 経年比較 

  



 

５１ 

 

 年代別で見ると、「一か所で用事が済まない」は 60 歳代、70 歳以上では 6 割を超え、他年

代より高い。また、10 歳代では「品揃えが悪い」、「駐車場/駐輪場がない・狭い」が 3 割前

後を占め、他年代より高い。 

【年代別】 

 

図表 3- 43 近隣商店街を利用しない理由 年代別 

上位5項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=865) (n=41) (n=101) (n=137) (n=172)

一か所で用事が済まない 49.7% 34.1% 28.7% 43.1% 49.4%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 29.3% 11.9% 19.0% 27.9%

品揃えが悪い 22.1% 31.7% 23.8% 19.7% 19.8%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 24.4% 31.7% 20.4% 15.7%

価格が高い（安くない） 15.4% 9.8% 10.9% 17.5% 17.4%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 17.1% 21.8% 19.7% 7.6%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 7.3% 21.8% 17.5% 15.7%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 17.1% 8.9% 8.0% 6.4%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 7.3% 5.0% 5.1% 3.5%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 2.4% 4.0% 3.6% 5.2%

チラシが入らない 3.4% 7.3% 5.0% 1.5% 1.7%

品質・鮮度が悪い 2.8% 0.0% 0.0% 3.6% 4.1%

特売がない 2.1% 2.4% 1.0% 1.5% 3.5%

使いやすい量で買えない 1.5% 0.0% 2.0% 2.2% 0.0%

商品を配達してくれない 1.0% 0.0% 2.0% 0.7% 0.6%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.0% 0.0% 0.7% 1.2%

その他 22.4% 12.2% 24.8% 21.2% 23.3%

無回答その他 0.9% 0.0% 2.0% 2.2% 1.2%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=865) (n=175) (n=103) (n=106)

一か所で用事が済まない 49.7% 52.6% 66.0% 62.3%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 26.9% 20.4% 21.7%

品揃えが悪い 22.1% 22.3% 19.4% 25.5%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 12.0% 10.7% 10.4%

価格が高い（安くない） 15.4% 14.9% 10.7% 18.9%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 12.0% 15.5% 12.3%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 12.0% 9.7% 5.7%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 10.9% 4.9% 6.6%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 2.3% 5.8% 3.8%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 4.6% 0.0% 2.8%

チラシが入らない 3.4% 4.6% 1.0% 6.6%

品質・鮮度が悪い 2.8% 4.6% 1.9% 1.9%

特売がない 2.1% 1.7% 2.9% 1.9%

使いやすい量で買えない 1.5% 1.1% 1.0% 3.8%

商品を配達してくれない 1.0% 1.1% 0.0% 2.8%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.6% 1.0% 2.8%

その他 22.4% 20.0% 26.2% 23.6%

無回答その他 0.9% 0.6% 0.0% 0.0%

年代別



 

５２ 

 

 職業別で見ると、パート・アルバイトは「一か所で用事が済まない」が 60.5%を占めるほか、学

生は「品揃えが悪い」が 29.2%を占め、他の職業より高い。 

【職業別】

 

図表 3- 44 近隣商店街を利用しない理由 職業別 

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫）

(n=865) (n=404) (n=50) (n=125)

一か所で用事が済まない 49.7% 45.5% 50.0% 54.4%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 25.7% 30.0% 23.2%

品揃えが悪い 22.1% 20.0% 26.0% 20.0%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 17.3% 10.0% 16.8%

価格が高い（安くない） 15.4% 15.3% 8.0% 14.4%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 11.6% 14.0% 19.2%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 20.5% 12.0% 3.2%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 8.9% 4.0% 5.6%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 3.5% 6.0% 4.8%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 3.7% 2.0% 4.8%

チラシが入らない 3.4% 1.5% 0.0% 8.8%

品質・鮮度が悪い 2.8% 3.0% 0.0% 3.2%

特売がない 2.1% 1.0% 0.0% 2.4%

使いやすい量で買えない 1.5% 1.5% 2.0% 2.4%

商品を配達してくれない 1.0% 0.7% 2.0% 0.8%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.2% 0.0% 0.8%

その他 22.4% 22.0% 28.0% 20.0%

無回答その他 0.9% 1.5% 0.0% 0.0%

職業別

全対象者 パート・アルバイト 学生 無職

(n=865) (n=124) (n=48) (n=98)

一か所で用事が済まない 49.7% 60.5% 31.3% 54.1%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 21.8% 4.2% 15.3%

品揃えが悪い 22.1% 24.2% 29.2% 24.5%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 11.3% 39.6% 12.2%

価格が高い（安くない） 15.4% 19.4% 4.2% 20.4%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 15.3% 20.8% 13.3%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 9.7% 16.7% 4.1%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 6.5% 10.4% 12.2%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 4.8% 6.3% 2.0%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 4.0% 0.0% 4.1%

チラシが入らない 3.4% 3.2% 8.3% 3.1%

品質・鮮度が悪い 2.8% 3.2% 0.0% 4.1%

特売がない 2.1% 5.6% 0.0% 4.1%

使いやすい量で買えない 1.5% 0.0% 0.0% 2.0%

商品を配達してくれない 1.0% 0.0% 4.2% 1.0%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.0% 0.0% 6.1%

その他 22.4% 22.6% 18.8% 24.5%

無回答その他 0.9% 1.6% 0.0% 0.0%

職業別

上位5項目



 

５３ 

 

 家族構成別で見ると、3 世代は「一か所で用事が済まない」が 65.1%と突出している。 

 

【家族構成別】 

 

図表 3- 45 近隣商店街を利用しない理由 家族構成別 

  

上位5項目

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=865) (n=122) (n=226) (n=454) (n=43) (n=6)*

一か所で用事が済まない 49.7% 41.8% 51.3% 49.6% 65.1% 33.3%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 8.2% 21.7% 26.7% 25.6% 16.7%

品揃えが悪い 22.1% 18.9% 21.2% 23.1% 23.3% 33.3%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 26.2% 14.2% 14.8% 20.9% 16.7%

価格が高い（安くない） 15.4% 13.9% 12.8% 16.7% 14.0% 16.7%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 17.2% 15.5% 12.8% 16.3% 0.0%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 20.5% 8.8% 15.0% 9.3% 0.0%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 12.3% 5.8% 7.9% 9.3% 33.3%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 7.4% 4.0% 3.3% 4.7% 0.0%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 1.6% 4.9% 3.5% 4.7% 0.0%

チラシが入らない 3.4% 1.6% 4.0% 3.5% 4.7% 0.0%

品質・鮮度が悪い 2.8% 2.5% 2.7% 2.4% 7.0% 16.7%

特売がない 2.1% 0.0% 2.2% 2.2% 4.7% 0.0%

使いやすい量で買えない 1.5% 3.3% 1.3% 1.1% 0.0% 0.0%

商品を配達してくれない 1.0% 1.6% 0.4% 1.1% 2.3% 0.0%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.8% 1.3% 0.9% 0.0% 0.0%

その他 22.4% 24.6% 25.7% 20.7% 14.0% 33.3%

無回答その他 0.9% 1.6% 0.9% 0.9% 0.0% 0.0%

家族構成別



 

５４ 

 

 子ども（末子）の年齢別で見ると、6～15 歳、16～18 歳、19 歳以上は「一か所で用事が済

まない」が 6 割前後を占める。また、0～5 歳、6～15 歳では「駐車場/駐輪場がない・狭い」

が 3 割超で他の層より高い。 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 

図表 3- 46 近隣商店街を利用しない理由 子ども（末子）の年齢別 

 

  

上位5項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=865) (n=314) (n=90) (n=109) (n=50) (n=240)

一か所で用事が済まない 49.7% 38.2% 44.4% 56.9% 62.0% 60.8%

駐車場/駐輪場がない・狭い 22.5% 10.8% 34.4% 39.4% 26.0% 27.5%

品揃えが悪い 22.1% 18.5% 17.8% 25.7% 30.0% 25.4%

どんなお店なのかがわからない 16.4% 23.9% 17.8% 13.8% 8.0% 9.6%

価格が高い（安くない） 15.4% 11.5% 18.9% 17.4% 14.0% 16.7%

お店に入りにくい（雰囲気など） 14.1% 17.8% 15.6% 11.0% 6.0% 12.9%

営業時間が生活時間帯に合わない 13.5% 17.8% 13.3% 13.8% 12.0% 8.8%

キャッシュレス決済が利用できない 8.1% 9.9% 4.4% 10.1% 10.0% 6.3%

お店の従業員とのやり取りが面倒そう 4.0% 7.0% 3.3% 1.8% 0.0% 2.9%

イベントやポイントサービスがない 3.6% 5.1% 1.1% 2.8% 6.0% 2.9%

チラシが入らない 3.4% 2.5% 1.1% 3.7% 0.0% 5.0%

品質・鮮度が悪い 2.8% 2.2% 4.4% 2.8% 6.0% 2.1%

特売がない 2.1% 1.3% 2.2% 2.8% 2.0% 3.3%

使いやすい量で買えない 1.5% 1.0% 1.1% 0.0% 2.0% 2.5%

商品を配達してくれない 1.0% 1.3% 1.1% 0.9% 0.0% 0.8%

お店の接客マナーが悪い 0.9% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1%

その他 22.4% 26.1% 20.0% 16.5% 18.0% 21.3%

無回答その他 0.9% 1.6% 0.0% 0.9% 0.0% 0.4%

子ども（末子）の年齢別



 

５５ 

 

商店街にあったら利用したいサービス 

商店街への希望は十分具体的になっていない。 

 

 具体的なサービスとしては「宅配」が全対象者の 23.3％を占めるものの、「特にない」は

45.8％で上回る。 

 

商店街にあったら利用したいサービス 【全対象者 n=5,697】 

 

図表 3- 47 商店街にあったら利用したいサービス 全対象者 

  



 

５６ 

 

 経年で見ると、「特にない」は令和 2 年度から 10.6 ポイント上昇している。一方、「宅配」は令

和 2 年度から 13.9 ポイント減少し、平成 30 年度を下回っている。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=5,697、令和 2 年度 n=5,631、平成 30 年度 n=5,143】 

 
図表 3- 48 商店街にあったら利用したいサービス 経年比較 

 

  



 

５７ 

 

 年代別で見ると、「特にない」は 20 歳代、50 歳代が過半数となっている。一方で、30 歳代

では「子どもを遊ばせることのできる場所」が 30.7%を占め、他年代より高い。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 49 商店街にあったら利用したいサービス 年代別 

 

上位3項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=5,697) (n=174) (n=556) (n=737) (n=950)

宅配 23.3% 16.7% 21.2% 22.4% 22.5%

低運賃バスの運行 12.8% 13.2% 15.8% 12.3% 14.4%

地域の交流施設 12.8% 15.5% 11.2% 11.9% 13.5%

子どもを遊ばせることのできる場所 11.0% 15.5% 12.1% 30.7% 19.7%

出張販売 7.4% 6.9% 10.3% 8.3% 7.6%

高齢者の見守り（定期訪問） 7.4% 5.2% 4.0% 4.5% 5.8%

御用聞き（訪問して注文を受けるサービス） 3.8% 5.7% 2.0% 3.4% 3.3%

託児所 3.3% 4.0% 5.0% 10.4% 5.3%

特にない 45.8% 46.6% 50.9% 38.7% 43.9%

その他 3.7% 2.9% 4.5% 3.3% 4.7%

無回答その他 6.3% 4.0% 2.2% 2.7% 3.1%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=5,697) (n=1,079) (n=790) (n=1,117)

宅配 23.3% 22.2% 26.5% 26.8%

低運賃バスの運行 12.8% 13.2% 13.0% 11.3%

地域の交流施設 12.8% 12.0% 15.7% 13.9%

子どもを遊ばせることのできる場所 11.0% 3.0% 4.6% 2.7%

出張販売 7.4% 7.6% 6.7% 6.5%

高齢者の見守り（定期訪問） 7.4% 8.6% 8.6% 11.8%

御用聞き（訪問して注文を受けるサービス） 3.8% 4.9% 3.8% 4.7%

託児所 3.3% 0.6% 0.4% 0.6%

特にない 45.8% 50.1% 49.1% 45.8%

その他 3.7% 4.8% 2.5% 2.7%

無回答その他 6.3% 3.5% 4.4% 10.8%

年代別



 

５８ 

 

 家族構成別で見ると、「特にない」は単身が 50.7%となっている。一方で、2 世代は「子どもを

遊ばせることのできる場所」が 17.5%で他の家族構成より高い。 

 

【家族構成別】 

 

図表 3- 50 商店街にあったら利用したいサービス 家族構成別 

 

  

全対象者 単身 1世代 2世代 3世代 その他

(n=5,697) (n=963) (n=1,629) (n=2,663) (n=244) (n=47)

宅配 23.3% 25.5% 25.1% 21.3% 24.6% 38.3%

低運賃バスの運行 12.8% 13.6% 13.0% 12.8% 14.3% 12.8%

地域の交流施設 12.8% 10.3% 13.8% 13.8% 13.1% 12.8%

子どもを遊ばせることのできる場所 11.0% 2.8% 5.8% 17.5% 13.1% 8.5%

出張販売 7.4% 10.2% 6.0% 7.4% 9.0% 12.8%

高齢者の見守り（定期訪問） 7.4% 7.9% 8.5% 6.8% 9.4% 6.4%

御用聞き（訪問して注文を受けるサービス） 3.8% 4.9% 3.7% 3.5% 4.9% 2.1%

託児所 3.3% 1.1% 2.1% 5.1% 1.6% 2.1%

特にない 45.8% 50.7% 47.6% 44.8% 43.0% 36.2%

その他 3.7% 3.2% 3.9% 3.7% 2.9% 8.5%

無回答その他 6.3% 5.5% 6.9% 3.5% 6.1% 4.3%

家族構成別

上位3項目



 

５９ 

 

 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5 歳は「子どもを遊ばせることのできる場所」が 64.7%、

「託児所」が 23.6%と突出して高い。「特にない」は 16～18 歳で 53.2%を占め、他の層より高

い。 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 

図表 3- 51 商店街にあったら利用したいサービス 子ども（末子）の年齢別 

 

  

上位3項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=5,697) (n=1,796) (n=467) (n=642) (n=233) (n=1,980)

宅配 23.3% 25.9% 16.5% 15.1% 21.5% 25.7%

低運賃バスの運行 12.8% 15.5% 10.1% 12.3% 12.0% 11.7%

地域の交流施設 12.8% 11.1% 14.8% 15.3% 11.2% 14.4%

子どもを遊ばせることのできる場所 11.0% 4.6% 64.7% 20.9% 6.4% 3.8%

出張販売 7.4% 8.8% 7.7% 5.8% 5.6% 7.3%

高齢者の見守り（定期訪問） 7.4% 7.9% 1.9% 5.0% 9.0% 8.8%

御用聞き（訪問して注文を受けるサービス） 3.8% 4.2% 1.3% 3.4% 3.9% 4.2%

託児所 3.3% 2.6% 23.6% 2.0% 0.9% 0.6%

特にない 45.8% 49.9% 22.5% 48.0% 53.2% 48.6%

その他 3.7% 4.5% 3.2% 5.1% 2.6% 3.0%

無回答その他 6.3% 3.1% 2.4% 3.7% 2.1% 6.1%

子ども（末子）の年齢別
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商店街が行っている活動の認知と参加・協力意向 

商店街が行っている活動の認知は低下していることに加えて、商店街が行っている活動への参

加・協力意向についても高まりは見られない。しかし、10 歳代、20 歳代の「イベント・お祭り」に対

する参加・協力意向は 4 割前後と高い。 

 

 商店街が行っている活動を「知っている」のは全対象者の 26.8％にとどまるのに対して、「知

らない」は 51.9％を占める。 

 

商店街が行っている活動の認知 【全対象者 n=5,697】 

 

図表 3- 52 商店街が行っている活動の認知 全対象者 

 

 経年で見ると、「知っている」は平成 30 年度以降の 5 年間で 15 ポイント低下している。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=5,697、平成 30 年度 n=5,143】 

※令和 2 年度は令和 5 年度と選択肢が大きく異なるため掲載していない 

 

図表 3- 53 商店街が行っている活動の認知 経年比較 



 

６１ 

 

 年代別で見ると、年代が上がるにつれて「知っている」が上昇する傾向があり、10～30 歳代

では「知っている」が 2 割前後であるのに対して、60 歳代、70 歳以上では 3 割超となってい

る。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 54 商店街が行っている活動の認知 年代別 

 

  



 

６２ 

 

 商店街が行っている活動への参加・協力については、「参加・協力するつもりはない」は全対

象者の 25.0%、「わからない」は 29.2%を占める。また、「イベント・お祭り」が 23.6%で上位とな

っているものの、経年で見ると低下傾向があり、平成 30 年度以降の 5 年間で 3.1 ポイント低

下している。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=5,697、令和 2 年度 n=5,631、平成 30 年度 n=5,143】 

 

図表 3- 55 商店街が行っている活動への参加・協力 経年比較 
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 商店街が行っている活動への参加・協力について年代別で見ると、「イベント・お祭り」は年代

が下がるにつれて参加・協力意向が高まる傾向があり、60 歳代、70 歳以上は 1 割台となっ

ているのに対して、10 歳代、20 歳代は 4 割前後を占める。一方で、20 歳代は「参加・協力

するつもりはない」も他年代より高く、32.0%を占める。 

【年代別】 

 
図表 3- 56 商店街が行っている活動への参加・協力 年代別 

上位3項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=5,697) (n=174) (n=556) (n=737) (n=950)

参加・協力するつもりはない 25.0% 20.7% 32.0% 25.8% 26.1%

イベント・お祭り 23.6% 44.8% 36.0% 30.9% 28.0%

登下校見守り 12.0% 21.3% 13.1% 14.7% 14.2%

子育て世代支援 11.0% 16.7% 12.6% 16.6% 14.8%

高齢者支援 9.3% 12.1% 5.4% 5.7% 8.0%

夜間パトロール 6.0% 9.2% 9.0% 4.9% 7.3%

商店会の事務作業 5.5% 6.3% 7.2% 6.5% 6.4%

わからない 29.2% 19.0% 21.0% 26.9% 28.7%

その他 3.1% 2.3% 1.3% 1.4% 2.8%

無回答その他 6.0% 0.0% 0.7% 1.8% 1.2%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=5,697) (n=1,079) (n=790) (n=1,117)

参加・協力するつもりはない 25.0% 24.5% 23.7% 24.1%

イベント・お祭り 23.6% 22.4% 18.6% 13.3%

登下校見守り 12.0% 10.6% 10.4% 10.4%

子育て世代支援 11.0% 9.3% 11.3% 5.7%

高齢者支援 9.3% 12.2% 11.1% 11.5%

夜間パトロール 6.0% 6.9% 5.2% 3.4%

商店会の事務作業 5.5% 7.5% 5.1% 2.1%

わからない 29.2% 33.6% 33.8% 31.6%

その他 3.1% 2.8% 3.7% 5.7%

無回答その他 6.0% 2.0% 3.8% 12.4%

年代別



 

６４ 

 

 職業別で見ると、学生は「イベント・お祭り」が 53.4%と突出して高いほか、「登下校見守り」が

21.2％で他の職業より高い。一方で、無職、専業主婦（主夫）は「イベント・お祭り」への参加・

協力意向が 1 割台。 

【職業別】 

 

図表 3- 57 商店街が行っている活動への参加・協力 職業別 

 

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫）

(n=5,697) (n=2,285) (n=325) (n=897)

参加・協力するつもりはない 25.0% 27.3% 27.7% 22.3%

イベント・お祭り 23.6% 30.1% 26.2% 16.7%

登下校見守り 12.0% 11.2% 9.5% 14.3%

子育て世代支援 11.0% 12.2% 12.0% 11.7%

高齢者支援 9.3% 7.4% 12.3% 11.3%

夜間パトロール 6.0% 8.0% 6.5% 1.7%

商店会の事務作業 5.5% 6.4% 2.2% 5.5%

わからない 29.2% 27.7% 28.9% 32.1%

その他 3.1% 2.2% 1.8% 4.8%

無回答その他 6.0% 1.0% 4.3% 7.0%

職業別

全対象者 パート・アルバイト 学生 無職

(n=5,697) (n=832) (n=189) (n=1,016)

参加・協力するつもりはない 25.0% 21.0% 22.8% 27.1%

イベント・お祭り 23.6% 21.8% 53.4% 13.6%

登下校見守り 12.0% 14.9% 21.2% 10.0%

子育て世代支援 11.0% 13.3% 16.4% 5.9%

高齢者支援 9.3% 10.2% 5.3% 12.0%

夜間パトロール 6.0% 4.8% 11.1% 5.6%

商店会の事務作業 5.5% 4.8% 12.7% 4.2%

わからない 29.2% 35.7% 12.2% 31.1%

その他 3.1% 2.6% 1.6% 4.8%

無回答その他 6.0% 2.4% 0.0% 10.7%

職業別

上位3項目



 

６５ 

 

商店街の地域交流やにぎわいの場としての役割への姿勢 

20 歳代を中心に商店街の地域交流やにぎわいの場としての役割が評価されているとともに、「イ

ベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」への期待が高い。 

 

 「商店街が地域交流やにぎわいの場としての役割を果たしているか」については、肯定的に受

け止める層が全対象者の 42.4％を占めるうえ、令和 2 年度から 2.7 ポイント上昇している。 

 

商店街の地域交流やにぎわいの場としての役割への姿勢 【全対象者 n=5,697】 

 

図表 3- 58 商店街の役割への態度 全対象者 

 

 

  



 

６６ 

 

 年代別で見ると、60 歳代、70 歳以上は肯定的に受け止める層が 4 割前後にとどまるのに

対して、20 歳代は約半数を占める。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 59 商店街の役割への態度 年代別 

  



 

６７ 

 

 これからの商店街のあり方や役割への期待については「身近な買い物の場」が 56.4％と突出

して高く、「訪れて楽しめる場」が 33.5％で続く。一方で、「イベントや行事など地域のにぎわい

づくりの中心」、「地域住民が気軽に交流できる場」は 3 割に満たない。 

 

これからの商店街のあり方や役割への期待 【全対象者 n=5,697】 

 

図表 3- 60 これからの商店街のあり方や役割への期待 全対象者 

  



 

６８ 

 

 経年で見ると、「身近な買い物の場」は令和 2 年度から 7.4 ポイント低下し、平成 30 年度を

下回っているほか、「訪れて楽しめる場」、「地域住民が気軽に交流できる場」も平成 30 年

度以降低下が続く。一方で、「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」は令和 2 年

度から 2.3 ポイント上昇している。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=2,243、令和 2 年度 n=2,264、平成 30 年度 n=2,210】 

 

 

図表 3- 61 これからの商店街のあり方や役割への期待 経年比較 

  



 

６９ 

 

 年代別で見ると、60 歳代、70 歳以上では「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」

への期待が 2 割前後にとどまるのに対して、10～30 歳代では 4 割台と高い。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 62 これからの商店街のあり方や役割への期待 年代別 

上位3項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

(n=5,697) (n=174) (n=556) (n=737) (n=950)

身近な買い物の場 56.4% 54.6% 54.0% 53.2% 53.9%

訪れて楽しめる場 33.5% 33.3% 36.2% 34.6% 33.8%

暮らしやすい街づくりを進める一員 29.2% 28.2% 28.6% 26.6% 29.3%

イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心 29.0% 46.0% 41.4% 40.2% 34.8%

地域住民が気軽に交流できる場 21.6% 23.6% 23.4% 19.0% 23.9%

高齢者の生活をサポートする場 17.7% 10.9% 10.1% 12.3% 17.3%

防災・防犯活動を進める一員 15.6% 13.8% 11.9% 15.7% 18.5%

子育てをサポートする場 10.6% 12.1% 15.8% 24.3% 15.7%

その他 2.9% 1.7% 2.5% 1.9% 2.8%

無回答その他 8.1% 4.6% 2.9% 4.9% 4.7%

年代別

全対象者 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=5,697) (n=1,079) (n=790) (n=1,117)

身近な買い物の場 56.4% 60.6% 61.9% 59.4%

訪れて楽しめる場 33.5% 33.5% 36.3% 33.1%

暮らしやすい街づくりを進める一員 29.2% 32.5% 32.7% 28.9%

イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心 29.0% 27.2% 23.7% 17.8%

地域住民が気軽に交流できる場 21.6% 22.2% 20.5% 23.3%

高齢者の生活をサポートする場 17.7% 20.9% 19.2% 25.2%

防災・防犯活動を進める一員 15.6% 20.2% 14.4% 13.7%

子育てをサポートする場 10.6% 6.4% 5.9% 2.9%

その他 2.9% 3.7% 4.1% 2.7%

無回答その他 8.1% 4.1% 6.1% 11.5%

年代別



 

７０ 

 

 職業別で見ると、学生は「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」への期待が

45.0％で他年代より高い。 

 

【職業別】 

 

図表 3- 63 これからの商店街のあり方や役割への期待 職業別 

上位3項目

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫）

(n=5,697) (n=2,285) (n=325) (n=897)

身近な買い物の場 56.4% 55.5% 56.9% 59.1%

訪れて楽しめる場 33.5% 35.1% 35.4% 32.2%

暮らしやすい街づくりを進める一員 29.2% 29.4% 27.4% 31.3%

イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心 29.0% 35.1% 33.2% 23.0%

地域住民が気軽に交流できる場 21.6% 22.3% 22.5% 21.7%

高齢者の生活をサポートする場 17.7% 15.4% 15.7% 20.2%

防災・防犯活動を進める一員 15.6% 17.6% 14.8% 16.5%

子育てをサポートする場 10.6% 13.9% 13.8% 9.1%

その他 2.9% 2.8% 2.8% 2.8%

無回答その他 8.1% 4.3% 6.5% 7.1%

職業別

全対象者 パート・アルバイト 学生 無職

(n=5,697) (n=832) (n=189) (n=1,016)

身近な買い物の場 56.4% 59.1% 53.4% 60.6%

訪れて楽しめる場 33.5% 33.3% 34.9% 34.4%

暮らしやすい街づくりを進める一員 29.2% 32.1% 25.4% 29.0%

イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心 29.0% 29.9% 45.0% 19.4%

地域住民が気軽に交流できる場 21.6% 21.4% 26.5% 21.6%

高齢者の生活をサポートする場 17.7% 18.8% 8.5% 23.2%

防災・防犯活動を進める一員 15.6% 16.1% 9.5% 12.7%

子育てをサポートする場 10.6% 12.3% 10.1% 3.7%

その他 2.9% 2.2% 2.6% 4.0%

無回答その他 8.1% 5.5% 4.8% 10.2%

職業別



 

７１ 

 

 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5 歳、6～15 歳は「イベントや行事など地域のにぎわい

づくりの中心」が 4 割超で他の層より高い。 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 
図表 3- 64 これからの商店街のあり方や役割への期待 子ども（末子）の年齢別 

 

  

上位3項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=5,697) (n=1,796) (n=467) (n=642) (n=233) (n=1,980)

身近な買い物の場 56.4% 58.6% 47.5% 51.4% 58.8% 60.8%

訪れて楽しめる場 33.5% 36.4% 36.2% 30.5% 29.2% 34.1%

暮らしやすい街づくりを進める一員 29.2% 30.8% 18.8% 23.5% 32.2% 33.4%

イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心 29.0% 29.3% 47.5% 42.7% 33.5% 24.0%

地域住民が気軽に交流できる場 21.6% 20.0% 19.7% 23.5% 26.2% 24.6%

高齢者の生活をサポートする場 17.7% 16.6% 8.1% 14.3% 21.0% 22.4%

防災・防犯活動を進める一員 15.6% 18.1% 12.6% 18.8% 14.6% 15.1%

子育てをサポートする場 10.6% 8.5% 39.8% 17.1% 11.6% 5.5%

その他 2.9% 3.5% 1.9% 2.6% 3.4% 2.6%

無回答その他 8.1% 5.0% 6.6% 5.0% 4.3% 6.0%

子ども（末子）の年齢別



 

７２ 

 

商店街に取り組んで欲しい、もっと充実して欲しい主な事業は「セール・福引等」、「お祭り・縁

日」、「特色ある店舗づくり」。「お祭り・縁日」は 10～40 歳代や未就学児の子どもをもつ家庭を中

心に期待が高い。 

 

 商店街に取り組んで欲しい、もっと充実して欲しい事業については、「セール・福引等」が

25.4%でトップ、「お祭り・縁日」が 23.3%、「特色ある店舗づくり」が 20.7%で続く。 

 

商店街に取り組んで欲しい、もっと充実して欲しい事業 【全対象者 n=5,697】 

 

 

図表 3- 65 これからの商店街のあり方や役割への期待 全対象者 

 

 



 

７３ 

 

 経年で見ると、「セール・福引等」に大きな変化はない。一方で、「お祭り・縁日」は令和 2 年

度から 4.7 ポイント上昇し平成 30 年度を上回っている。 

 

【経年比較】 【全対象者 令和 5 年度 n=2,243、令和 2 年度 n=2,264、平成 30 年度 n=2,210】 

 

図表 3- 66 これからの商店街のあり方や役割への期待 経年比較 

  



 

７４ 

 

 年代別で見ると、50 歳代以上は「お祭り・縁日」が 2 割に満たないのに対して、10～40 歳

代は 3 割超を占める。 

 

【年代別】 

 

図表 3- 67 これからの商店街のあり方や役割への期待 年代別 

  

上位5項目

全対象者 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

(n=5,697) (n=174) (n=556) (n=737) (n=950) (n=1,079) (n=790) (n=1,117)

セール・福引等 25.4% 35.1% 30.4% 28.0% 27.9% 28.0% 25.9% 17.4%

お祭り・縁日 23.3% 35.6% 35.4% 36.2% 32.2% 19.0% 14.6% 12.0%

特色ある店舗づくり 20.7% 16.7% 15.1% 15.1% 17.1% 23.4% 26.8% 26.2%

キャッシュレス決済の推進 20.4% 19.0% 30.8% 27.0% 24.8% 21.3% 16.2% 11.5%

駐車場や駐輪場の整備 20.2% 17.8% 15.1% 17.6% 21.5% 26.3% 26.6% 15.4%

子育てや高齢者等の生活サポート 13.3% 15.5% 12.4% 15.7% 12.8% 12.1% 12.8% 15.8%

防災・防犯活動 11.8% 9.8% 11.0% 10.7% 13.7% 12.3% 11.3% 13.7%

ポイントカード・スタンプ発行 11.1% 8.6% 9.2% 10.2% 12.9% 14.8% 9.6% 9.9%

フリーマーケット 10.7% 18.4% 12.1% 12.9% 10.5% 9.8% 9.1% 10.3%

商店街ガイドマップの発行 7.4% 4.0% 6.3% 6.2% 6.4% 7.5% 10.1% 9.5%

特色ある景観の保存 6.5% 2.9% 7.0% 5.3% 6.3% 7.9% 7.5% 6.4%

地域や学校との連携事業 6.3% 10.3% 7.9% 7.6% 9.1% 5.9% 4.7% 4.0%

WEBやSNSを活用した広報 5.8% 6.9% 9.9% 8.3% 5.1% 7.7% 4.9% 2.0%

スタンプラリー・ウォーキングイベント 3.2% 1.7% 2.3% 4.1% 4.5% 3.2% 3.9% 1.9%

その他（具体的に） 4.1% 3.4% 3.1% 4.5% 4.1% 4.7% 5.1% 3.8%

無回答その他 14.6% 8.6% 6.7% 9.0% 8.8% 8.7% 12.8% 26.3%

年代別



 

７５ 

 

 職業別で見ると、学生は「セール・福引等」が 32.8%、「お祭り・縁日」が 34.9%で他の職業よ

り高い。 

 

【職業別】 

 

図表 3- 68 これからの商店街のあり方や役割への期待 職業別 

 

 

  

上位5項目

全対象者 会社員 自営業 専業主婦（主夫） パート・アルバイト 学生 無職

(n=5,697) (n=2,285) (n=325) (n=897) (n=832) (n=189) (n=1,016)

セール・福引等 25.4% 27.6% 22.2% 25.1% 29.0% 32.8% 20.9%

お祭り・縁日 23.3% 30.2% 24.6% 16.5% 22.4% 34.9% 14.6%

特色ある店舗づくり 20.7% 19.6% 24.6% 22.7% 18.4% 22.2% 23.5%

キャッシュレス決済の推進 20.4% 28.4% 16.3% 14.5% 18.1% 25.4% 12.8%

駐車場や駐輪場の整備 20.2% 21.5% 23.4% 20.2% 23.6% 10.1% 18.0%

子育てや高齢者等の生活サポート 13.3% 12.9% 13.5% 15.2% 13.9% 11.1% 14.0%

防災・防犯活動 11.8% 12.3% 9.2% 12.3% 11.7% 10.1% 12.8%

ポイントカード・スタンプ発行 11.1% 10.9% 10.2% 9.9% 17.1% 7.4% 10.0%

フリーマーケット 10.7% 9.5% 13.5% 10.3% 11.3% 19.6% 11.7%

商店街ガイドマップの発行 7.4% 6.4% 8.6% 9.6% 6.6% 4.8% 9.5%

特色ある景観の保存 6.5% 6.7% 8.6% 6.0% 5.4% 5.3% 7.5%

地域や学校との連携事業 6.3% 7.8% 7.1% 5.4% 6.4% 9.0% 3.4%

WEBやSNSを活用した広報 5.8% 7.6% 5.2% 4.2% 4.9% 9.5% 3.9%

スタンプラリー・ウォーキングイベント 3.2% 3.5% 3.1% 2.7% 3.7% 4.2% 2.9%

その他（具体的に） 4.1% 4.2% 4.9% 3.2% 4.0% 2.6% 5.3%

無回答その他 14.6% 7.4% 13.5% 18.2% 11.7% 6.9% 21.9%

職業別



 

７６ 

 

 子ども（末子）の年齢別で見ると、「お祭り・縁日」は 0～5 歳が 50.1%、6～15 歳が 36.1%と

なっており、他の層より高い。 

 

【子ども（末子）の年齢別】 

 

図表 3- 69 これからの商店街のあり方や役割への期待 子ども（末子）の年齢別 

 

 

  

上位5項目

全対象者 いない 0～5歳 6～15歳 16～18歳 19歳以上

(n=5,697) (n=1,796) (n=467) (n=642) (n=233) (n=1,980)

セール・福引等 25.4% 26.5% 26.1% 26.2% 29.2% 26.7%

お祭り・縁日 23.3% 22.7% 50.1% 36.1% 28.8% 15.3%

特色ある店舗づくり 20.7% 20.7% 13.9% 17.1% 15.9% 25.6%

キャッシュレス決済の推進 20.4% 26.9% 21.0% 21.5% 25.8% 15.9%

駐車場や駐輪場の整備 20.2% 16.4% 19.5% 23.7% 26.2% 24.2%

子育てや高齢者等の生活サポート 13.3% 9.7% 26.6% 13.7% 12.0% 14.8%

防災・防犯活動 11.8% 13.8% 8.6% 9.3% 12.9% 12.0%

ポイントカード・スタンプ発行 11.1% 12.1% 7.9% 12.0% 13.3% 11.9%

フリーマーケット 10.7% 10.7% 11.1% 10.7% 12.4% 10.6%

商店街ガイドマップの発行 7.4% 7.9% 3.6% 4.4% 6.0% 9.1%

特色ある景観の保存 6.5% 7.7% 4.3% 5.0% 6.9% 6.9%

地域や学校との連携事業 6.3% 4.9% 10.9% 14.3% 7.7% 4.6%

WEBやSNSを活用した広報 5.8% 8.6% 6.4% 6.4% 6.9% 3.6%

スタンプラリー・ウォーキングイベント 3.2% 3.6% 5.1% 4.8% 3.0% 2.5%

その他（具体的に） 4.1% 4.7% 3.4% 4.0% 4.3% 4.2%

無回答その他 14.6% 10.2% 8.4% 8.4% 7.7% 14.7%

子ども（末子）の年齢別



 

７７ 

 

 商店街の活動内容（令和 5 年度商店街実態調査より）を見ると消費者の期待が高い「お祭

り・縁日」については、商店街の活動内容の「地域交流イベントの開催（祭り等）が 57.7％の

商店街で実施されており、消費者の期待に沿った活動となっている。 

 

商店街の活動内容 

令和 5 年度商店街実態調査より （全体 n=241） 

 

図表 3- 70 商店街の活動内容 
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	 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5歳、6～15歳、16～18歳の家庭では「飲食店（喫茶・ファストフード）」が2割台後半で高い。
	 一方で、商店街が不足を感じている業種（令和5年度商店街実態調査より）を見ると、上位は「鮮魚」（25.7％）、「精肉」（23.2％）、「青果」（19.5％）となっている。消費者で上位となっている「パン・ベーカリー」、「飲食店（喫茶・ファストフード）」、「書籍・文具」は不足が1割に満たず、消費者の希望との違いが見られる。
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	近隣商店街を利用しない最大の理由は「一か所で用事が済まない」こと。
	 「一か所で用事が済まない」が商店街をほとんど利用しない人全体の49.7%を占め、突出している。次いで、「駐車場/駐輪場がない・狭い」（22.5%）、「品揃えが悪い」（22.1%）となっている。
	 経年で見ると、「一か所で用事が済まない」、「駐車場/駐輪場がない・狭い」は令和2年度とほぼ同様であるのに対して、「品揃えが悪い」は5.7ポイント上昇している。
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	商店街にあったら利用したいサービス
	商店街への希望は十分具体的になっていない。
	 具体的なサービスとしては「宅配」が全対象者の23.3％を占めるものの、「特にない」は45.8％で上回る。
	 経年で見ると、「特にない」は令和2年度から10.6ポイント上昇している。一方、「宅配」は令和2年度から13.9ポイント減少し、平成30年度を下回っている。
	 年代別で見ると、「特にない」は20歳代、50歳代が過半数となっている。一方で、30歳代では「子どもを遊ばせることのできる場所」が30.7%を占め、他年代より高い。
	 家族構成別で見ると、「特にない」は単身が50.7%となっている。一方で、2世代は「子どもを遊ばせることのできる場所」が17.5%で他の家族構成より高い。
	 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5歳は「子どもを遊ばせることのできる場所」が64.7%、「託児所」が23.6%と突出して高い。「特にない」は16～18歳で53.2%を占め、他の層より高い。
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	商店街が行っている活動の認知は低下していることに加えて、商店街が行っている活動への参加・協力意向についても高まりは見られない。しかし、10歳代、20歳代の「イベント・お祭り」に対する参加・協力意向は4割前後と高い。
	 商店街が行っている活動を「知っている」のは全対象者の26.8％にとどまるのに対して、「知らない」は51.9％を占める。
	 経年で見ると、「知っている」は平成30年度以降の5年間で15ポイント低下している。
	 年代別で見ると、年代が上がるにつれて「知っている」が上昇する傾向があり、10～30歳代では「知っている」が2割前後であるのに対して、60歳代、70歳以上では3割超となっている。
	 商店街が行っている活動への参加・協力については、「参加・協力するつもりはない」は全対象者の25.0%、「わからない」は29.2%を占める。また、「イベント・お祭り」が23.6%で上位となっているものの、経年で見ると低下傾向があり、平成30年度以降の5年間で3.1ポイント低下している。
	 商店街が行っている活動への参加・協力について年代別で見ると、「イベント・お祭り」は年代が下がるにつれて参加・協力意向が高まる傾向があり、60歳代、70歳以上は1割台となっているのに対して、10歳代、20歳代は4割前後を占める。一方で、20歳代は「参加・協力するつもりはない」も他年代より高く、32.0%を占める。
	 職業別で見ると、学生は「イベント・お祭り」が53.4%と突出して高いほか、「登下校見守り」が21.2％で他の職業より高い。一方で、無職、専業主婦（主夫）は「イベント・お祭り」への参加・協力意向が1割台。

	商店街の地域交流やにぎわいの場としての役割への姿勢
	20歳代を中心に商店街の地域交流やにぎわいの場としての役割が評価されているとともに、「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」への期待が高い。
	 「商店街が地域交流やにぎわいの場としての役割を果たしているか」については、肯定的に受け止める層が全対象者の42.4％を占めるうえ、令和2年度から2.7ポイント上昇している。
	 年代別で見ると、60歳代、70歳以上は肯定的に受け止める層が4割前後にとどまるのに対して、20歳代は約半数を占める。
	 これからの商店街のあり方や役割への期待については「身近な買い物の場」が56.4％と突出して高く、「訪れて楽しめる場」が33.5％で続く。一方で、「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」、「地域住民が気軽に交流できる場」は3割に満たない。
	 経年で見ると、「身近な買い物の場」は令和2年度から7.4ポイント低下し、平成30年度を下回っているほか、「訪れて楽しめる場」、「地域住民が気軽に交流できる場」も平成30年度以降低下が続く。一方で、「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」は令和2年度から2.3ポイント上昇している。
	 年代別で見ると、60歳代、70歳以上では「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」への期待が2割前後にとどまるのに対して、10～30歳代では4割台と高い。
	 職業別で見ると、学生は「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」への期待が45.0％で他年代より高い。
	 子ども（末子）の年齢別で見ると、0～5歳、6～15歳は「イベントや行事など地域のにぎわいづくりの中心」が4割超で他の層より高い。
	商店街に取り組んで欲しい、もっと充実して欲しい主な事業は「セール・福引等」、「お祭り・縁日」、「特色ある店舗づくり」。「お祭り・縁日」は10～40歳代や未就学児の子どもをもつ家庭を中心に期待が高い。
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	 年代別で見ると、50歳代以上は「お祭り・縁日」が2割に満たないのに対して、10～40歳代は3割超を占める。
	 職業別で見ると、学生は「セール・福引等」が32.8%、「お祭り・縁日」が34.9%で他の職業より高い。
	 子ども（末子）の年齢別で見ると、「お祭り・縁日」は0～5歳が50.1%、6～15歳が36.1%となっており、他の層より高い。
	 商店街の活動内容（令和5年度商店街実態調査より）を見ると消費者の期待が高い「お祭り・縁日」については、商店街の活動内容の「地域交流イベントの開催（祭り等）が57.7％の商店街で実施されており、消費者の期待に沿った活動となっている。
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